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《要　旨》
　現代ドイツを代表する哲学者・美学者の一人にヴォルフガング・ヴェルシュがいる。本編は，
2020 年 3 月 5 日，ベルリンで行われた教授とのインタビューの翻訳である。現代のドイツにおけ
る芸術教育の潮流をテーマに，その役割と可能性についてお考えを伺った。本稿は，その後半部分
にあたる。

キーワード：感性的思考，美学，芸術経験，芸術的陶冶，イメージ指向の芸術教育学，
感性的陶冶，トランスカルチュラリティ

　本インタビューの目的，成立の経緯等，詳細については「哲学者ヴォルフガング・ヴェルシュと
の対話 ―芸術教育をめぐって―（前編）」『東亜大学紀要』（第 34 号）pp. 19-42 をご参照いただき
たい。

（省略記号：W＝ヴェルシュ，K＝清永）
なお，文章内の注は，すべて訳注である。
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4．感性的思考と芸術教育

4-2．感性的陶冶か芸術的陶冶か
K：それゆえ，教授の美的・感性的なもの（das 
Ästhetische）についての理論は，狭義での芸
術に限定されるものではないというわけです
ね。しかしながら，芸術経験は，教授の理論の
中でやはりある特別な，というより，むしろ決
定的な役割を果たしているようにみえます。教
授にとって，感性的なものと芸術的なものはど
のような関係にあると理解すればよいのでしょ
うか。
W：いい質問ですね。もともと私は，当時の
美学がもっぱら芸術分析に向けられていたとい
うこともあって，［むしろ］「アイステーシス

（Aisthesis）」（感性論）を強調することに努め
ました。それ自体間違いではないが，それでは
あまりに偏っている（viel zu einseitig）とい
うことを言っていたのです。それに対して，

［美学は］芸術の領野の外なる様々な感性的な
現象，したがって，日々の生活や政治をも視野
に入れなければならない，ということを唱えて
いました。後になって，たとえば，2016 年の
著書『感性的世界経験 1』において，再び芸術
［の問題］に関わるようになりました。［とはい
え］そこには，何ら矛盾（Gegensatz）はない
のです。ただ，かつて，たとえば 20 世紀の 80
年代には，美学は芸術哲学と同一視されるべき
ものと相場でも決まっているかのように受け止
められていました。私はそのことに反駁し，美
学を感性（Sinnlichkeit）の理論としても理解
することを提案したというわけです。そうこう
するうちに，このことは広く一般に認められる
ようになりました。もちろん，芸術は，しばし
ば，様々な感性的な経験をする素晴らしいメデ
ィウムです。その際，かつて私にとっては，造
形芸術が前景にあったのですが，今ではそれは
音楽なのです。［たとえば］ハンブルクの交響
楽団員たちといろんな仕事を一緒にしていま
す。この 4月にはグスタフ・マーラーについて
のシンポジウム 2 をします。私は何にもまして
マーラーが好きなのです。

K：実際，マーラーについて書かれていますね。
ワーグナーはどうなのでしょう。
W：ワーグナーについて書くこともできるで
しょう。ワーグナーはファンタスティックで
す。ただ，上演に関していえば，私にとっては
作曲家が第一に重要だというわけではなく，む
しろ上演の質の方が問題です。高齢になって随
分要求が高くなってきました。昨晩は，ベルリ
ン・フィルハーモニーのコンサートに行きまし
たが，指揮者もオーケストラもそこまでのも
のではありませんでした。もちろん，ベルリ
ン・フィルハーモニー管弦楽団（Berliner 
Philharmoniker）をよく聴くこともあって，
贅沢に慣れているということもあります。今
回の上演は，ベルリン・ドイツ交響楽団
（Deutsches Symphonie-Orchester Berlin）で，
指揮者は目下絶賛されている新しい指揮者の
ロビン・ティチアーティ（Robin Ticciati, 
1983-3）でした。［とはいえ］私は彼のことを
そこまで評価できません。彼は，今日の文化に
おいて優勢になっている「ショー」の流行に追
随しすぎています。演劇も，それにとらわれて
いると思います。［そこでは］アミューズメン
ト，ギャク，おどけ，過剰さが問題なのです。
［むしろ］私はベルンハルト・ミネッティ
（Bernhard Minetti, 1905-19984）による「リ
ア王」のような，あるいはエーディト・クレヴ
ァー（Edith Clever, 1940-5）やコリンナ・キ
ルヒホフ（Corinna Kirchhoff, 1958-6）のよう
な，古い言語演劇（Sprechtheater）の真剣さ
に憧れます。どうしてこういう話になったので
しょう。もともとの質問は何でしたっけ。そう
そう，美学と芸術の関係でしたね。すでにお話
ししたように，芸術は素晴らしく感性的な様々
な経験を伝えてくれます。しかし，今日，残念
ながら比較的下らないものもあるわけです。今
日の音楽の上演のあり方や演劇における悪癖に
ついて随分批判的なことを書いたのですが，誰
も耳を貸しません。
K：では，芸術は，美的・感性的なものの高め
られた（gesteigert）現象，あるいは美的・感
性的な経験の高められたケースとして捉えられ
るべきものなのでしょうか。
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W：「高められた」ではなく，「強度な（intensiv）」
でしょうね。それも「ことのほか強度な」。
K：なるほど。というのも，ちょうど芸術に対
する美的・感性的なもの（das Ästhetische）
がそうであるように，美的・感性的な経験自体
は芸術経験よりもはるかに幅広いものです。今
のお話は，「感性＝美＝芸術」という近代美学
の歴史的な「三位一体」が次第に，あるいは急
速に解体しようとしているといった議論 7 の歴
史的な背景を前にしてみたとき，とりわけ興味
深いものに思われます。その指標としては，た
とえば 19 世紀後半に活躍したコンラート・フ
ィードラー（Konrad Fiedler, 1841-1895）に
よる「芸術学（Kunstwissenschaft）」のコン
セプト 8 や，マルセル・デュシャン（Marcel 
Duchamp, 1887-1968）による 1917 年の作品
「泉（Fountain）」や「レディメイド（Ready-
Made）」の概念 9，1960 年代の「もはや美しく
ないアート（nicht mehr schöne Kunst）10」
の議論，さらにはアーサー・C・ダントー

（Arthur C. Danto, 1924-2013）の「アートワ
ールド（Artworld）」のコンセプト 11 などを考
えてみてもよいのかもしれません。
W：そうですね。美的・感性的なカテゴリー
ということでもって，様々な家具の作り

（Gestaltung）や設備（Einrichtung），環境や
エコロジーについて語ることができるというこ
とは，やはりとても重要です。これら全てが，
狭い意味での芸術のアスペクトではないもの
の，美的・感性的なアスペクトを持っていま
す。美的・感性的な教育が人々の感性を洗練

（sensibilisieren）すべきであるのは，まさに
次のようなことに対してだと思います。「よき
フォームとは何であるのか。何がまずいのか。
フォーマルにみてよくないとはどういうことな
のか。エコロジー的にみてまずいのは何である
のか。」といったことに対してです。
K：私がことさら先の問題（感性的なものと芸
術的なものとの関係）についてお聞きしたの
は，まさにそれゆえにです。21 世紀への世紀
転換期の前後にドイツではある芸術教育のポジ
ションが形成されてきます。「芸術的陶冶

（Künstlerische Bildung）」というものです。

これは，現代ドイツ芸術教育学におけるもっと
も影響力のある潮流の一つとみなされているも
のです 12。その代表的な人物，主導者として，
ここではギュンター・レーゲル（Günther 
Regel, 1926-202113）， ヨ ア ヒ ム・ ケ ッ テ ル

（Joachim Kettel, 1955-14），カール＝ペーター
・ブッシュキューレ（Carl-Peter Buschkühle, 
1957-15）らをあげることができるでしょう。
このポジションは，「芸術からの芸術教授学
（Kunstdidaktik aus der Kunst heraus）16」
を標榜し，ヨーゼフ・ボイス（Joseph Beuys, 
1921-1986）の言う意味での「拡大された芸術
概念（erweiterter Kunstbegriff）17」に依拠し
つつ，感性的陶冶（Ästhetische Bildung）に
対して自らを際立てようとします 18。［その際］
彼らはとりわけ「現代美術の，マルチメディア
的で超領域的な作品概念」からその戦略を引き
出そうとします。この芸術的陶冶［のポジショ
ン］は，たとえば，芸術の授業の実践が次第に
［作品の］解釈［の問題］に限定されてしまう
ということで，後期のグンター・オットー
（Gunter Otto, 1927-199919）のポジションを批
判するわけです 20。つまり，オットーの理論を
超克することを試みるというわけです。その
際，このポジションは，「美的・感性的なもの
（das Ästhetische）」を「比較的皮相なもの
（vordergründiger）」とみなし 21，感性的思考
に芸術的思考（Künstlerisches Denken）を対
置し，次のように説明します。「感性的思考は
知覚を出発点とし，そこから様々な意味を構成
する。その意味で構築的なもの（konstruktiv）
だと言える。それに対して，芸術的思考は脱構
築的（dekonstruktiv）である。この思考も，
同様にしばしば知覚を出発点としはする。しか
し，この思考にとって第一義的に重要なのは，
様々な経験や認識ではない。それは形づくる
こと（Gestaltung）に向けられているのであ
る。22」この包括的な意味での造形活動こそが，
とどのつまりは「個人のポジショニングの能力
（Positionierungsfähigkeit des Individuums）23」
の形成に貢献することになるというのです。こ
うして，芸術的陶冶［のポジション］は，感性
的思考がどちらかといえば受動性に流れがちで
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あることを指摘する一方で，それに対して自ら
を力動的で行動力のあるものであると見なすこ
とになります。教授は，この批判に対し，どの
ように応じられるのでしょうか。
W：完全に間違っています。全くのナンセン
スです。なるほど，この人たちが芸術や芸術経
験に自らを関連づけようとしていることは歓迎
すべきことではあるでしょう。しかし，彼らは
残念なことに，芸術が随分以前から大きく変容
してきていることを見逃しています。アーティ
ストたち自身が，芸術＝美的なものというゲッ
トー（Ghetto des Kunst-Ästhetischen）から
離れようとしているのです。旧来の芸術概念に
は従わない，広い美学概念に叶う作品をつくろ
うとしているのです。現実とともにルートを外
れ，それとの見分けがつかなくなるまでに溶解

（diffundieren）しようとしています。多くの
アーティストたちは，彼らの作品が［もはや］
芸術作品としては認識されず，［むしろ］現実
世界の様々な構成要素となっていくことを努力
に値することとみなしているのです。つまり，
アート自身がこの道を歩み出し，「アイステー
シス的なもの（das Aisthetische）」への開放

（Öffnung）を遂行しているのです。今挙げら
れた研究者たちは，明らかにそのことを見逃し
ていると思います。今日では，他の様々なメデ
ィアや現実へのアートのこの開放が，合わせて
考慮されなければならないのです。そして，最
後の点について一言。どうして感性的思考が受
動的なのでしょうか。何という誤解でしょう
か。感性的思考は高度に能動的なものです。そ
れは，求め，探求し，熟考し，探索するものな
のです。マーティン・ゼール（Martin Seel, 
1954-24）流の単なる瞑想（Kontemplation）
に血道を上げる者は，本当の意味で感性的

（ästhetisch）に思考してなどいないのです。
K：教授がおっしゃるような意味に解される芸
術教育学があるとすれば，それは今日，社会に
とっても，高度にアクチュアルだということに
なりますね。
W：そうです。
K： だ と す れ ば，「21 世 紀 の 感 性 的 陶 冶

（ästhetische Bildung）が指向すべきは，感性

的なものか，あるいは芸術的なものか」という
問いは，教授の目からすれば，そもそも本末転
倒，誤った問題提起ということになりますでし
ょうか。
W：全くその通りです。

4-3．イメージの洪水の前で
K：「 デ ジ タ ル・ ネ イ テ ィ ヴ ス（digital 
natives）」と呼ばれる今日の若者たちは，かつ
ての，それに先行するいくつかの世代とはその
経験の諸条件を大きく異にする世界に生まれ落
ちています。とりわけ，変容されたメディアに
よる経験可能性は，この新たな世代の知覚や感
受性，それどころか世界に対する眼差し
（Weltsicht）に決定的な仕方で影響を及ぼして
います。彼らは，隅々までメディアによって演
出され（durchinszeniert），ほぼ隙間なく感性
化された（ästhetisiert）生活世界に日々囲ま
れ，弛むことなく提供される様々なイメージに
関わりあっているのです。この文脈では，まさ
しく「イメージの洪水（Bilderflut）」について
語りうると思われます。現代の芸術教育学は，
この挑戦を避けて通ることはできないでしょ
う。感性的陶冶は，この「変容された経験の条
件」を考慮に入れる必要があります。そして，
若者たちに生活における有意義な文化的オリエ
ンテーションを提供しうるためにも，包括的，
かつ体系的で理論的に根拠づけられた関わり方
が考え出されなければならないと思います。ド
イツでは，まさにこの文脈で，偶然ながら同じ
くこの 21 世紀への転換期に，もう一つの新た
な，影響力ある芸術教育のポジションが確立さ
れることになります。「イメージ指向の芸術教
育（Bild-orientierte Kunstpädagogik）」 で
す 25。このポジションは，部分的であれ台頭し
てくるイメージ学（Bildwissenschaft）に依拠
しており，「イメージ・コンピテンシー
（Bildkompetenz）」のコンセプトを用いて活動
を展開しています。その主な主導者としては，
他のさまざまな論者と並んで，ロルフ・ニーホ
フ（Rolf Niehoff, 1944-）とクニベアト・ベー
リング（Kunibert Bering, 1951-）が挙げられ
るでしょう。この繋がりにおいて，芸術教育学
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の教科としてのコンセンサスの重心が，従来の
「美的・感性的経験（ästhetische Erfahrung）」
から次第に「イメージ・コンピテンシー」へと
移りつつあることが指摘されています 26。この
文脈にあって，感性的思考はなお何を成すこと
ができるのでしょうか。
W：この転換（Switch）は［確かに］あるの
でしょう。以前美術史があったように，今日は
イメージ学がある。この転換は，私には大変合
点のいくものに思われます。もちろん，それに
はそれなりの危険もあります（全てのものに危
険はあるのです）。ベーリングのポジションは
詳細には知らないのですが，「イメージ・コン
ピテンシー」ということで言われているのは，
実際のところ何でしょうね。
K：私の理解している限り，それは広義でのイ
メージと関わり合うための包括的な能力のこと
を指していると思います。ニーホフやベーリン
グにとって問題なのは，さしあたり，圧倒的な
仕方でメディア的に作り上げられ，演出された
現代の日常生活における文化的なオリエンテー
ションでしょう。すなわち，いかなる個々のイ
メージもそれ自体として個別に存在しているの
ではなく，絶えずある大きな文化的・社会的・
歴史的・芸術的ないしは美的なコンテクストや
伝統のうちにあるのだということです。その中
で作られもし，受容されることになる。そこに
あって意味あるオリエンテーションを獲得し，
自立して行為できるようになるためには，それ
にふさわしい様々な技能が育まれなければなら
ない。いずれにせよ，今日，メディア的な世界
やイメージの世界との関わりは，それなくして
はやっていくことのできない根本的な文化的技
術（Kulturtechnik）に数えられます。とはい
え，たとえば，インターネットの画像＝イメー
ジは概ね非歴史的に提示されており，それだけ
に，そこでのオリエンテーションは，教育（陶
冶）なくして自ずから身につくようなものでは
ないように思われます 27。
W：インターネットの画像＝イメージが概ね
非歴史的に提示される，というのは正しいでし
ょう。しかしながら，ありとあらゆるものにコ
ンテクストを与えるとなると，実にたくさんや

ること出てきますね。同じイメージが，異なる
時代にあって異なる様々なコンテクストにおい
て機能するということを考えてみただけでも，
それは言えます。たとえば，レオナルド・ダ・
ヴィンチの「最後の晩餐」のような古典的な絵
を取り上げてみましょう。「イメージ・コンピ
テンシー」は，ここでは一体どんなことを意味
するのでしょう。たとえば，私ならまず次のよ
うに問うでしょう。「なぜこの絵は，サンタ・
マリア・デッレ・グラツィエ教会（Chiesa di 
Santa Maria delle Grazie）の食堂に誕生した
のか。」そして「なぜこの絵は，技術的にかな
り酷い仕方で仕上げられているのか。」（それは
レオナルドが，例によって実験をしたからです
ね。）3 番目として「イエスとヨハネの関係は
なぜ明確ではないのか。」4 番目として「ジョ
ルジョ・ヴァザーリ（Giorgio Vasari, 1511-
1574）から，このグループをホモ・セクシャル
の集いとして読むハンス・オスト（Hans Ost, 
1937-）に至る解釈 28 の歴史は，私たちに一体
何を言わんとしているのか。」5番目として「詰
め寄せる訪問客に鑑みて，今日のミラノにとっ
ての本作品の経済的機能とは，どのようなもの
か。」などなど，です。これらは，いずれもイ
メージ・コンピテンシーが考慮しなければなら
ないであろうコンテクストについての問いで
す。しかし，ここにはまだ決定的なものが欠け
ています。「この絵において芸術的に卓越して
いるのは何か。」「何百年にもおよぶその魅力は
何に由来するのか。」これに答えるには，コン
テクストについての知識という意味でのイメー
ジ・コンピテンシーでは事足りないですね。今
ひとつの観点があります。今日人々が何でもイ
ンターネットを通して知るのだとしたら，彼ら
と一緒にここ（ベルリン）のナショナルギャラ
リーに行ってみるとよいでしょう。彼らの多く
は本物の絵画作品におそらくかなりがっかりす
るのではないでしょうか。それらはインターネ
ットにおける複製ほど美しくもなければ，彩豊
か（farbig）でもなく，煌びやかでもありませ
ん。インターネットの方が，何もかも一層光り
輝いています。というわけで，「なぜオリジナ
ル作品は，インターネットのイメージに対して
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期待外れなのか」という問いへの答えも，今日
イメージ・コンピテンシーに数えられるもので
す。そして，「仔細に観れば，なぜオリジナル
はやはり凌駕しようもなく偉大であるのか」に
ついても，同様です。その限りで，イメージの
洪水やデジタル・イメージの商品化に対する批
判も，今日イメージ・コンピテンシーに入るも
のだと思います。
K：このイメージ指向の芸術教育は，ドイツに
おいてかなり包括的な潮流を成しています。上
記の主導者の他にも，この理論でもってさらに
先に進み，美術の授業はイメージの授業に置き
換えられるべきだ，と主張する論者すらいま
す 29。というのも，いわゆる芸術は，今日の青
少年の視覚経験において，もはや周辺的な役割
しか果たしていないからだというのです。も
し，教育（陶冶）というものを，第一義的に将
来への準備として理解するのであれば，今日い
わゆる芸術は，イメージと関わることに比べれ
ば，若者たちにとってもはやそれほど重要なも
のではなくなっている，というわけです。［そ
れゆえ］そこでは，加えて名称の変更すらも提
案されています。
W：もし，それが当たっているなら，今日芸
術教育学などいらない，ということになるでし
ょうね。それならば，青少年には芸術を無視し
たままにさせておけばいい。それとは逆に，芸
術教育学の課題とは，とりわけ芸術への真の意
識（genuines Kunstbewusstsein）を導き出す
（hervorlocken）ことであるべきです。芸術が
若者たちにとってまさに関わりのないものとな
ってしまっているがゆえに，いくつかの例を挙
げ な が ら， 芸 術 の あ り う べ き 意 味 深 さ
（Relevanz）を指し，それを経験させるのは，
大切なことだと思います。
K：だとすれば，教授のポジションとしては，
芸術経験，すなわち芸術による美的・感性的経
験は今日なお，それどころか，まさに青少年の
人生にとって重要なものだということになりま
すね。
W：全くです。
K：伝統的な意味での芸術の媒介（Kunst-
vermittlung）も，決して取るに足らないもの

になったり，時代遅れになったりもしていな
い。
W：そうですね。大規模な展覧会の観客動員
数も無益性のテーゼに異議を唱えるものになっ
ていると思います。［むしろ］関心は大きくな
り，まさに膨らみつつあります。「そこには，
インターネットでは手に入れることのできない
何かがある」と人々が気づきつつあるのです。
そうでなければ，彼らがそこに行くことはない
でしょうし，入場料を払うこともないでしょ
う。それに，入場料は今日かなり高いですし
ね。
K：この傾向は，たとえば「ドクメンタ
（documenta）」の観客動員数 30 に見て取るこ
とができるかもしれませんね。
W：そうですね。そして，世界中で開催され
る多くのビエンナーレについても同様です。そ
こに出かけていくのは，芸術のエキスパートば
かりではないのです。展覧会に足を運ぶのは一
般の民衆なのです。
K：教授の目からすれば，芸術は決してその意
味が弱まったりしてはいない，ということです
ね。
W：そうです。そのことには確信を持ってい
ます。
K：しかしながら，それでも，先の極端なポジ
ションも，決して無から生じてきたわけではな
いのでしょう。明らかに，この数十年の間に私
たちの生活の領野において起こったメディア上
のドラマティックな変容が，部分的にであれ，
そのようなポジションの登場に一役買っている
のではないでしょうか。
W：美術理論におけるそのような話をご存知
でしょう。「芸術の終焉」を唱えるたくさんの
宣言があります。そうしたことを唱えるのはい
つだって粋（schick）なことです。しかしなが
ら，一度としてその通りになったことはありま
せん。
K：つまり，芸術は終わらない，と。
W：芸術に終わりはありません。芸術は変わ
っていくでしょう。しかし，終わりはないので
す。
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5．トランスカルチュラリティ

5-1．感性的陶冶とトランスカルチュラリティ
K：それでは，そろそろ最後のステージに入っ
ていくことにしましょう。教授が，1990 年代
以来発展させてこられた「トランスカルチュラ
リティ（文化横断性：Transkulturalität）」の
コンセプト 31 も，恐らく 21 世紀の感性的陶冶
［論］に大きな役割を果たすことになるように
思われます。私の見るところ，このコンセプト
は，まさに「知覚の洗練化（Sensibilisierung 
der Wahrnehmung）」が両者において決定的
な役割を果たすということを通して，ダイレク
トに教授の「感性的思考」と結びついていま
す。そうですね。
W：その通りです（頷き）。
K：私の理解している限りでは，教授の「トラ
ンスカルチュラリティ」のコンセプトは，18
世紀末以来の，とりわけヨハン・ゴットフリー
ト・ヘルダー（Johann Gottfried von Herder, 
1744-1803）以来の，主としてナショナルなも
のに合わせて裁断された，伝統的な文化概念を
超克することをその狙いとしていますね。この
概念は，文化をまさにモナド的な「球体」のモ
デル（「球体の公理」：Kugelaxiom32）に従っ
て把握することになります。すなわち，外部に
対して厳格に遮断され，内に向かって閉じたあ
る全体として把握されるわけです33。ちなみに，
イギリスの文芸批評家テリー・イーグルトン
（Terry Eagleton, 1943-）は類比的に，そのよ
うに理解された文化を「監獄（Gefängnis）」
の比喩で語っていますね 34。しかしながら，20
世紀後半の文化現象を前に，教授は，伝統的な
文化モデルがとっくに時代遅れなものとなって
いることに気づかれることになります。それ
は，もはや文化的な現実に適っていない，と。
そこで，それに代わって，根源的な「ハイブリ
ッド性（Hybridität）」をあらゆる文化の本質
として指摘されることになります。すなわち，
根源的な「ハイブリッド性」は，常にすでにあ
らゆる文化に内在している，ということです
ね。その上で，この「トランスカルチュラリテ

ィ」の概念を，「インターカルチュラリティ
（間文化主義：Interkulturalität）」や「マルチ
カルチュラリティ（多文化主義：Multi-
kulturalität）」から峻別されています。とい
うのも，後者 2 つのポジションのどちらとも，
依然としてなお「球体」思考（それ自体におい
て他とは相容れない，見まごうことのない固有
の本質があると想定すること：訳者）に囚われ
たままだからです 35。それゆえ，いずれも最終
的に本来の生産的な相互理解に導くものとはな
らない，というわけです。この意味で，教授の
「トランスカルチュラリティ」のコンセプトは，
「感性的思考」や「美/倫理学（Ästhet/hik）36」
のポジション同様，「盲点の文化（Kultur des 
blinden Flecks）37」という理念に資するもの
だと言えますね。正しく理解していますでしょ
うか。
W：そうですね。まだ欠けているものがあり
ますが，恐らく後で出てくることでしょう。
K：この「トランスカルチュラリティ」のコン
セプトが重要である理由は，たとえば日本をは
じめ，依然としてなお様々な国の学校における
芸術の媒介において，旧来のモデルが大きな役
割を果たしているように思われるからです。こ
の過去 10 年に亘って全国において適応されて
きた日本の学習指導要領でさえも，やはり依然
として先の伝統的な文化の把握から芸術を媒介
することの意味を引き出そうとしているように
見えます。それは，ドイツ文学者のゲオルグ・
ボレンベック（Georg Bollenbeck, 1947-2010）
が「根源の神話（Ursprungsmythos）38」 と呼
んでいるものです。つまり，芸術というものは
［第一義的に］民族の表現であり，その民族の
ためにこそある，という理解です。ここには，
まさに進展するグローバル化の趨勢の中で，相
互理解の欠くべからざる基礎として，まずもっ
て自国の芸術や伝統を理解し維持することを青
少年に教えるべきだという保守的な戦略を見て
とることができます。そこでは，芸術は，ある
国民文化の理解の鍵として捉えられているわけ
です 39。しかし，こうした文化理解は，「トラ
ンスカルチュラリティ」のコンセプトに合致す
るものではありませんね。
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W：そうですね。私の「トランスカルチュラ
リティ」本 40 をご存知でしょうか。
K：もちろんです。
W：その第二部で，いかに［古代］ギリシア
の彫刻が次第に［古代］エジプトの模範から生
まれ出てきたものであるかについて書いていま
す 41。それは，ある国民がいかに極めて多くの
他者的なものをその内に宿しているか，という
ことの一例です。それゆえ，もし自国の文化を
学ぶべきだと言われるなら，そのこと自体に対
しては全く賛成です。問題はただ，一般にそう
主張する者は，その学習を通して，ある国民文
化が見出されることになるであろうと考えてい
る，ということです。それに対して私は，［む
しろ］多くの他者的なものを見出すことを確信
しています。私は，そのことについてデューラ
ーを例に書いてもいます 42。デューラー－この
典型的にドイツ的な芸術家だと誤って考えられ
ている画家－は，自分自身となるためにベネツ
ィアが，二度のイタリア旅行が必要だったので
す。私が見るところ，重要なのは，共同体レベ
ルにおいても個人レベルにおいても，自らのト
ランスカルチュラリティを発見し，知覚するこ
とです。人は，いかに自らの中に異なる様々な
要素（Anteil）を宿しているかに気づいて初め
て，他者に対してオープンになるものなので
す。もし，私自身がいかにして文化的な人間と
なったのか，どんな影響がそこに関わっている
のかを自分に対してはっきりさせるとすれば，
すでにお話ししたように，クルムバッハは全
く，バイロイトは素晴らしく，ミュンヘンは多
くを与えてくれました 43。後にはパリ，スタン
フォード，そして京都［がこれに加わります］。
これら全てが私の中で働き，私を作り上げてい
るのです 44。そして，その全てに感謝していま
す。もし，自らの中のこの多様性を知れば，お
そらく自分がそれほど好きでもないあれやこれ
やの側面が自分の中にあることにも気づくでし
ょう。［この点で］ジュリア・クリステヴァ
（Julia Kristeva, 1941-）の『外国人－我らの
内なるもの 45』（1988 年），［とりわけ］「我々
は，自分自身の中にあって［にもかかわらず］
自分が望んでいないものを，その代理として他

者において拒否する 46」というそのテーゼには
非常に感銘を受けました。たとえば，もし，自
分の［中の］暴力のポテンシャルが気に入らな
いとしたら，自分自身に対してはそれを秘匿し
ておいて，代わりにアラブやトルコの若者たち
においてそれを拒否するのです。そして，我々
の忌まわしい性癖ですが，杓子定規に類別する
のです。そこで，白人や黒人，黄色人種を見る
ことになります－とはいえ，あなたは，たとえ
ば，全く単に黄色かったりはしませんよね
（笑）。しかし，それは大変皮相なものなので
す。肌の色というものは，せいぜいのところ，
数あるモザイクの石の一つにすぎないのです。
個々の人間に立ち入って見ていけば，彼らには
いろいろな側面があることを発見することでし
ょう。いくらかのものが異質であるのに対し，
ほかのものに関しては，彼らと共通している。
そして，一つの文化の内にあってさえも，ある
人から他の人に対して多くの差異があります。
ナショナリストたちは，この事実について我々
を盲目にしてしまうのです。それに対して，私
たちは目を開いていなければならない。私たち
の課題は，目を開け，実際に見やること
（hinschauen）です。そして，むやみにあれや
これやのナショナルなステレオタイプを追いか
けたりしないことです。そうすれば，他者に対
して同様，自らについても多くの側面があるこ
とを発見するでしょう。私たちはみな誰しも
［文化的に］雑種（gemischt）なのです。もち
ろん，ここにおいて美的・感性的な経験が私た
ちを幾重にもわたって助けてくれるのだ，とい
うことが言いたいのです。私にとって偉大な例
は，台湾の「クラウド・ゲイト舞踊団（雲門舞
集：Cloud Gate Dance Theatre）47」です。彼
らは，クラシックな，あるいはモダンなタイプ
の西洋の舞踏形式と，太極拳（Tai Chi）や
気功（Qi Gong），様々な格闘競技や書画
（Kalligraphie）を見事な仕方で互いに結びつ
けています。それは，様々な文化の典型
（Muster）の結合がいかに実り豊かなものであ
りうるか，ということを誰の目にもはっきりさ
せてくれる芸術的な例なのです。一度これを見
たならば，月並みなナショナルな紋切り型やス
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テレオタイプに簡単に引っかかったりはしなく
なるでしょう。
K：「トランスカルチュラリティ」のコンセプ
トに基づく芸術の媒介の理論があるとすれば，
それはどこかしら［従来とは］異なるものとな
ることでしょう。それは，内的な「ハイブリッ
ド性（Hybridität）」，すなわちある国民や個
人の「トランスカルチュラリティ」に目を向け
させ，そのことに気づかせ，まさにそのことを
通して文化の現状についての理解を深め，とど
のつまり相互の文化交流を軽減することを試み
るものとなるでしょう。となれば，それは，互
いの「ハイブリッド性」の承認が［相互］理解
の前提をなす，ということですね。
W：全くです。
K：となれば，そこには，教授が［このインタ
ビューの］冒頭でお話になったのと同じモデル
があるということになりますね。すなわち，ま
ずもって，ある特定の作品や例との高密度な取
り組みがあって，それがその後，多元性理解の
前提となる 48。
W：他の言葉でいうならば，この 40 年間いつ
も同じことを言ってきた，ということです

（笑）。ただ時折，若干違っているわけです
（笑）。
K：大変親しみの湧くお言葉でした（笑）。

5-2．トランスカルチュラリティのコンセプト
の課題について

K：教授は，「トランスカルチュラリティ」の
コンセプトの旧来の様々なモデルに対するメリ
ットとして，より良い「接続可能性（Anschluss -
fähigkeit）」と「コミュニケーション能力

（Kommunikationsfähigkeit）」をあげていら
っしゃいますね 49。その点において，「トラン
スカルチュラリティ」のコンセプトは，様々な
側面で「多元性」が中心的な役割を果たすこと
になる現代社会を取りまとめていくことに関し
て，よりよく，そして遥かに効果的な貢献が成
しうるはずだ，というわけです 50。たとえば，
「寛容」の理解にもよりよい手助けとなる。し
かしながら，現在の状況は，こうした期待とは
裏腹に，かなり異なったものとなっています。

ネオ・ナショナリズムは，もう随分長いこと世
界中で躍進を続けています。ドイツや日本だけ
のみならず，アメリカ合衆国においても，イギ
リスやトルコやハンガリーにおいても，です。
進展しつつあるグローバル化のプロセスの中
で，時代錯誤なことに，あるいはパラドックス
なことに，旧来の伝統的な文化概念が再び取り
上げられつつあります。現在の状況は，多くの
人にとってまさに先祖返り（Atavismus）の
ように見えることでしょう。とっくに死んだも
のと思っていた亡霊が舞い戻ってくるのです。
今や多元的な社会の話など誰も聞きたくないか
のように，他者に対する非寛容と憎悪が流行し
ています。たとえば，ドイツでは，こうした傾
向は極右政党「ドイツのための選択肢（AfD: 
Alternative für Deutschland）51」の台頭や，
立て続けに起こった 3つのテロ事件に見て取る
ことができるでしょう。2019 年 7 月 2 日に起
こったヘッセン州カッセル行政区の区長ヴァル
ター・リュプケ（Walter Lübcke）の暗殺 52，
同 10 月 9 日にザクセン＝アンハルト州のハレ
・アン・デア・ザーレ（Halle an der Saale）
で起こったシナゴーグの襲撃 53，そして最後は
2020 年 2 月 19 日にヘッセン州のハーナウ
（Hanau）での襲撃事件 54 のことです。こうし
た現象をどのように説明されるでしょうか。
W：2 つの次元があると思います。一つは，政
治的・ナショナルな次元です。［ハンガリー首
相の］ヴィクトル・オルバーン（Viktor 
Orbán, 1963-）や［アメリカ合衆国前大統領
の］ドナルド・トランプ（Donald Trump, 
1946-）のような権力指向の人間（Macht-
mensch）を見ると，少なくともうわべは，そ
して限られた時間の中では（auf Zeit）事はう
まくいくのでしょう。問題なのは，それに賛同
することを人々に動機づけているのが何である
か，ということです。一部の住人は同調しない
でしょう。しかし，大半はそれに靡く。よくあ
る説明は，彼らが追随するのは，自らをグロー
バル化の趨勢における敗者だと感じているから
だ，というものです。別の説明としては，たと
えば［アメリカの政治学者］フランシス・フク
ヤマ（Francis Fukuyama, 1952-）が唱えてい
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るものがあります。それは，承認が得られず，
抑圧されていると感じている人間たちだ，とい
うものです 55。それによれば，グローバル化や
経済に問題があるのではなく，承認の欠如こそ
が問題なのだということになります。自分たち
のことが十分に評価されていない，耳を傾けて
もらえていない，顧慮されていないと感じてい
る者が，たとえば「AfD」の支持者だというこ
とになります。そして，言わなければならない
のは，私の見るところ，「AfD」との政治的な
関わり方は悲劇的に間違っています。
K：どんな意味で悲劇的なのでしょう。
W：排除（Ausgrenzung）です。他の全ての
政党が「彼ら［AfD の議員：訳者］を締め出
す」ことを決めてしまいました。ドイツ連邦議
会では，彼らは完全に除外されています。しか
し，彼らにとって排除されることほどありがた
いものはありません。まさにそれこそ，彼らが
必要としていることだからです。そうなれば，
この政治家たちはその支持者に向かって次のよ
うに言うことができるでしょう。「ご覧なさい。
我々は，アウトローなのです。承認されてなど
いないのです。」と。これによって彼らはさら
にその支持者を増やすことになるでしょう。し
かし，この排除は，単に戦略として間違ってい
るだけではありません。民主主義的にも正しく
ありません。彼らは民主主義的に選ばれた国民
の代表なのですから，そうしたものとして認め
られる必要があります。彼らが 10％の得票率
を得ようと 20％の得票率を得ようと，そんな
ことは何の意味も成しません。もし彼らが酷い
発言をしたとすれば，それに反対する理由を明
確に述べなければなりません。しかし，［だか
らといってそれを理由に］政党として排除すべ
きではない。もっとも，私は総じて手放しの楽
天家で，こうしたこともやがて過ぎ去ると思っ
ています。［その意味で］ジョー・バイデン
（Joe Biden, 1942-）が［ドナルド・トランプ
の］対立候補者として選出されたことを大変喜
んでいます。私の見るところ，彼はトランプに
対してチャンスのある唯一の人物です。他の
候 補 者， バ ー ニ ー・ サ ン ダ ー ス（Bernie 
Sanders, 1941-）は共感が持てるし，いいのだ

けれど，アメリカ人は左派の大統領は選びませ
んよ。そして，ここでまさにはっきりしてくる
のは，我々が抱えている様々な問題はナショナ
ルなものではなくて，あらゆる境界を超え出て
いるということです。コロナウイルスは，国境
やナショナルな枠組み（Schablone）を考慮し
ません。それは，健康上は甚大な影響を及ぼし
ますが，メンタル的には有益な作用もありはす
るのです。我々が実際にはたった一つの世界に
生きていて，他の国々の問題も時をおかず我々
のものとなりうることを教えてくれるからで
す。確かに，ナショナリズムは再三再燃するの
かもしれません。しかし，すでにピークは過ぎ
ており，再び退潮していくのだと思います。
いずれにしても，「気候カタストロフィー
（Klima katastrophe）」の問題についても以前
ほど懐疑的ではなくなったように，私は人間の
理性性（Vernünftigkeit）を信じています。
K：そう思われますか。
W：ええ，「聖グレタ（Heilige Greta）」（グレ
タ・トゥーンベリ 56）が現れて以来（笑）。
K：さしずめ，彼女は現代の「ジャンヌ・ダル
ク」といったところでしょうか（笑）。
W：次第に，ではありますが，真剣な努力が
なされるようになっています。［欧州委員会委
員長］ウルズラ・フォン・デア・ライエン
（Ursula Gertrud von der Leyen, 1958-）のプ
ラン 57 は，2 年前には考えようもなかったこ
とでしょう。あるいは「ブラックロック
（BlackRock）58」のことを取り上げてもよい
のかも知れません。ブラックロックは世界最大
の財務管理者（Finanzverwalter）ですね。富
裕層の人たちが自分の資産を増やすべくそこに
投資するわけです。そのブラックロックが一ヶ
月半前に，エコロジー的でないあらゆる投資か
ら撤退すると発表しました 59。これは極めて興
味深い話です。その理由は，彼らがエコロジー
に賛同しているからではなく，経済的に期待し
ているからです。つまり，エコロジー的でない
投資は，将来的には，もはや割りに合わなくな
ると考えているからなのです。これは合図です
ね。他の人たちも，これに追随することでしょ
う。非エコロジー的な行動は勘定に合わない，
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ということに気づくのです。たとえば，熱帯雨
林の伐採は，これまでは計算に叶うものだった
のです。しかし，それも今や過去のことです。
これは希望を与えてくれるものですね。
K：ここで私の個人的な印象を話させていただ
けるなら，「トランスカルチュラリティ」のコ
ンセプトは，たとえば，日本人にとってはいさ
さか厄介なものであろうと思われます。という
のは，日本国民の民族的な同質性（Homo-
genität）という神話は，なおも深く社会の中
に根を下ろしているからです。社会的に高い地
位にある人の比較的多くが大なり小なり，ある
特別な，文化的な感受性のような，深いところ
で日本民族をあらしめている見まごうことのな
い何かコアのようなもの，民族の「本質」のよ
うなものがあることを，確信を持って信じてい
るように見えます。
W：私はそもそも，日本的なものの本質は，ま
さにナショナルなものではないと思っていま
す。一度，ある日本人の友人が話してくれたこ
とがあります。「知っておいてもらわなければ
ならないのは，私たち日本人は何一つ発明して
はいないということです。何一つ発明したこと
などないのです。みんな受け継いだものなんで
すよ，とりわけ中国の人たちから。ただ，それ
らを後からよりよいものに仕上げたということ
です。」この「よりよいものにする」ことこそ，
日本にとって典型的なものなのでしょう。明治
時代には，－ヨーロッパ的なものの統合によっ
て－日本は自ら自覚的にトランスカルチャー化

（transkulturalisiert）したわけです。思うに，
日本は，多くの日本人が意識している以上にト
ランスカルチャー化しています。一つ，逸話を
話させてください。私が初めての日本滞在の二
日目のことです。ホストの人たちが，あるいか
にも日本的なレストランでランチに招待してく
れたのです。そこで［皆さん方と一緒に］席に
着いたとき，訝しく思ったものです。椅子は，
私が［ドイツの］自宅に持っているのと同じ，
マリオ・ベリーニ（Mario Bellini, 1935-）に
よってデザインされ，ミラノのカッシーナ

（Cassina）で生産された「キャブ（Cab）」の
モデルでした。いささか当惑しながら「ここの

ものは本当にみんな優れて日本的なのか」と聞
くと，彼らは驚き，ほとんど気分を害したかの
ようでした。そして，性急に念を押して曰く，
ここのものは，椅子も含めて全て全く日本的
だ，というのです。それならば，食器類も全く
日本的なものなのか，という二つ目の質問をす
る気にはもはやなれませんでした。というの
も，私たちが使ったお皿は，同様に私が自宅で
使っているのと同じ，フィンランドのデザイナ
ーによってデザインされ，ドイツのローゼンタ
ール（Rosenthal）で生産されている「スオミ
（Suomi）」シリーズのものだったからなので
す 60。このやり取りを理解するのに，数年を要
しました。日本人にとっては，何かあるものが
どこから来ているのかということよりも，それ
が自分たちの趣味に合うかどうか，が問題であ
るようにみえます 61。そうであれば，それは日
本的なものなのです。たとえそれが北極から来
ようと，月から来ようとも，です。
K：しかしながら，このナショナルな自己理解
は，時折，ある特定の政治的な潮流の中で硬直
したりするので，多少心配しているわけです。
W：かつて一度三越のお店について書いたこ
とがあります。ご存知ですか。
K：もちろんですとも 62。
W：かつては，ベルリンのクーアフュルステ
ンダム通り（Kurfürstendamm）にそのお店
がありました。今では，ミラノやパリなどにも
あります。このお店では，どれひとつとして日
本製の製品は見当たらず，日本人の趣味に合わ
せてセレクトされたヨーロッパの商品ばかりで
す。たとえば，各種のナイフです。そして，日
本のツーリストたちは三越に行くわけです。と
いうのも，三越は彼らの気にいるようなものを
あらかじめ探してくれているからです。わざわ
ざ苦労していろんなヨーロッパのお店で探さな
くてよいのです。全て三越によって前もって選
りすぐられている。［そんなわけで］彼らはナ
ショナルな繭（Kokon）の中に止まっていら
れるわけですね。
K：いずれにしても，先に述べていただいたよ
うな意味で，教授が 2019 年に「トランスカル
チュラル・アイデンティティ（Transkulturelle 
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Identitäten）63」の表題のもとに繰り返し講演
をされているのは，大変重要だと思います。そ
こでは，教授の「トランスカルチュラリティ」
の理論が現在の社会的・政治的出来事を背景に
今一度アップデートされているように思えるか
らです。その中では，「AfD」の党綱領 64 とさ
え取り組まれていますが，この講演は，現代社
会に対する教授の警告の言葉として理解されう
るものですね。
W：そうです。
K：しかしながら，状況は極めて緊迫していま
す。教授自身，その中で，今や人々は「岐路」
に立たされているのだと書かれていますね。そ
して，今まで以上に積極的な行動，より積極的
な社会参加を呼びかける一方，まさに社会と生
活における「内なるトランスカルチュラリテ
ィ」の自覚化（das Sich-Bewusstwerden）を
「教育の課題」として掲げられています。具体
的に教育に何を要求されているのでしょうか。
この点に関して，教育にはなお何が可能なので
しょうか。
W：教育は，何よりもまず自らのトランスカ
ルチュラリティについて啓蒙し，その混淆的な
性質（Mischcharakter）について示し，それ
を意識させなければなりません。そうすれば，
他の文化的なミクスチャーをより容易に認める
ことができ，すぐに拒否することはなくなるで
しょう。ここに私は，現代における教育学の重
要な課題を見ているわけです。そして，確かに
私は「岐路」と書きましたが，［今こうして］
指摘されてみると［改めて］自分がオプティミ
ストであることが分かりました。
K：どんな意味で，でしょうか。「岐路」とい
うのは，自分が最終的にどちらに到達すること
になるか，なお分からないようなある地点に立
っているという意味ですね。
W：そうです。「岐路」と書いたのは，警告と
してです。しかしながら，私は本来確信を持っ

ているのです。それでも書くとなると，やはり
様々な危険を指摘する必要がある。いずれにし
ても成し遂げることができると言うのであれ
ば，全てが無駄になるでしょう。そのことがう
まくいくためには努力が必要になります。だか
ら，他の人たちを揺すり起さなければならない
のです。
K：この文脈で，美的・感性的陶冶ないし芸術
教育学の果たすべき役割があるとすれば，それ
は何でしょうか。
W：私の見るところ，全く一般的には，多様
な個々の実例をもとにトランスカルチュラリテ
ィを示すことです。たとえば，私がギリシア彫
刻やデューラーに関して示したように，芸術教
育学は，それを芸術を例にとって行うことがで
きるでしょう。あるいは，バウハウスの建築を
分析しながら，日本からの影響を示すこともで
きるかもしれません。バウハウスは，決して単
にヨーロッパ的なものではないわけですから。
ブルーノ・タウト（Bruno Taut, 1880-1938）
を通じて極めて多くの日本的なものが流れ込ん
でいます。タウトが研究した，京都の郊外にあ
る素晴らしい別荘は何と言いましたでしょう
か。
K：桂離宮 65 のことがおっしゃりたいのです
か。 
W：その通り。そこで過ごした時間は，私に
とって深く持続的な体験でした。
K：ヴェルシュ教授，長時間にわたりインタビ
ューにお付き合いいただき，ありがとうござい
ました。

　上記のインタビューは，平成 30 年度科学研
究助成事業による個人研究「イメージ・コンピ
テンシーと現代ドイツ芸術教育論の新潮流」
（研究代表者 清永修全）の一環として 2020 年
3 月に行われた海外調査の成果の一部である。

（注）
 1  Wo l f g ang  We l s c h :  Ä s t h e t i s c h e 

Erfahrung. Zeitgenössische Kunst 
zwischen Natur und Kultur,  Paderborn 
2016.
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 2 本シンポジウムについては，残念ながらな
お確認が取れていない。

 3 ロビン・ティチアーティは，イタリアにル
ーツを持つイギリス人指揮者である。1983
年ロンドンに生まれたティチアーティは，
当初バイオリンやピアノを学んでいたが，
やがて指揮者への道を目指すことになる。
コリン・デイヴィス（Sir Colin Rex Davis, 
1927-2013） や サ イ モ ン・ ラ ト ル（Sir 
Simon Rattle, 1955-）に師事。ロンドンや
ミュンヘン，ブタペスト，ウィーンなどヨ
ーロッパ各地のオーケストラで招待指揮者
として演奏活動をし，2017 年にベルリン・
ドイツ交響楽団の首席指揮者兼芸術監督に
就任している。2009 年から 2018 年までス
コットランド室内管弦楽団（The Scottish 
Chamber Orchestra）の首席指揮者のポス
トにもあった。また，2010 年から 2013 年
に か け て バ ン ベ ル ク 交 響 楽 団（Die 
Bamberger Symphoniker - Bayerische 
Staatsphilharmonie）の第一招待指揮者も
務めている。ティチアーティの経歴につい
ては，以下のベルリン・ドイツ交響楽団
のホームページを参照。Robin Ticciat. 
Chefdirigent und Künstlerischer Leiter, 
ULR: https://www.dso-berlin.de/de/
orchester/personen/chefdirigent/［閲覧：
2022 年 9 月 2 日］

 4 ベルンハルト・ミネッティは，北ドイツの
街キール出身の俳優である。1905 年に当地
に生まれ，1923 年ミュンヘンで演劇学を学
び，1925 年から 1927 年にかけてベルリン
の国立演劇学校（Staatliche Schauspiel-
schule）で俳優としての養成を受ける。そ
の後，出身地であるキールはもとより，ハ
ンブルクやダルムシュタット，エッセン，
ケルン，ヴッパタール，ハノーファー，フ
ランクフルト，デュッセルドルフなど各地
の劇場で活躍。1979 年から 1993 年にかけ
て当時西ベルリンにあったベルリン芸術ア
カデミー（Akademie der Künste）のメン
バーでもあった。統一後も 1998 年まで会員
であり続けた。ミネッティの経歴について

は，ベルリン芸術アカデミーのデジタル・
ア ー カ イ ブ を 参 照。Bernhard-Minetti-
Archiv, URL: https://archiv.adk.de/
bigobjekt/5580［閲覧：2022 年 9 月 2 日］

 5 エーディト・クレヴァーは，ヴッパタール
出身のドイツの女優である。ミュンヘンの
オットー・ファルケンベルク・シューレ
（Otto-Falckenberg-Schule）で俳優として
の養成を受ける。その後の女優としてのキ
ャリアに関しては，とりわけ 1971 年から
1984 年にかけてベルリンのシャウビューネ
（Die Berliner Schaubühne）での活躍がよ
く知られている。なお，エーディト・クレ
ヴァーの経歴については，以下のインタ
ビューを参照した。Im Gespräch: Edith 
Clever Warum ist uns Kleist so nahe? 
vom 27.07.2011, URL:  https://www.faz.
net/aktuell/feuilleton/buehne-und-
konzert/im-gespraech-edith-clever-
warum-ist-uns-kleist-so-nahe-1621057.ht
ml?printPagedArticle=true&service=prin
tPreview［閲覧：2022 年 9 月 2 日］

 6 コリンナ・キルヒホフは，ドイツの女優で，
1958 年，西部ドイツに位置するノルトライ
ン＝ヴェストファーレン州の州都デュッセ
ルドルフに生まれている。ベルリンのマッ
クス・ラインハルト・シューレ（Max-
Reinhardt-Schule）で俳優としての養成を
受け，1983 年以来，ベルリンはもとより，
ウィーンやフランクフルト，チューリッヒ
など各地の劇場で活動を続ける。1996 年に
は専門誌『今日の劇場（Theater heute）』
からアクトレス・オブ・ザ・イヤーに選ば
れている。また，映画やテレビドラマにも
数多く出演しており，「110 番（Polizeiruf 
110）」や「犯行現場（Tatort）」などへの
出演でも知られている。なお，コリンナ・
キルヒホフの経歴については，以下のポー
タルサイトを参照。URL: https://www.
filmportal.de/print/215999［ 閲 覧：2022
年 9 月 2 日］

 7 小田部胤久『西洋美学史』東京大学出版会
（2009）「はじめに」pp. i-ii ならびに「あと
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がき」pp. 245-246.
 8 「芸術の科学（Wissenschaft der Kunst）」

という概念は，経験諸科学の発達と並行し
て 19 世紀後半に登場するものだが，その流
れで出てくる「芸術学」という名称は，長
らく様々な芸術諸学を総括するものとして
機能していた。それを冠する最初の会議の
開催は 1873 年に遡る。こうした中で，やが
て従来の美学から独立した領域としての芸
術学の確立を模索する動向が生じてくる。
後の「一般芸術学」である。フィードラー
自身は「芸術学」という言葉は使っていな
いものの，今日「芸術学の祖」，一般芸術学
の創設者の一人としてみなされている。実
際，1913 年と 1914 年に出版された遺稿集
の中に収められた「箴言（Aphorismen）」
の中でも，フィードラーは，再三にわたっ
て「芸術」の問題を「美」の問題から峻別
して捉えることを唱えている（たとえば第
15 節）。フィードラーによれば「芸術作品
は美学の根本原理に従って評価されること
はできない」（第 9節）。「美的効果」は，芸
術にとって単に付属的な次元の問題に過ぎ
ず，芸術本来の課題は何より「認識を促進
すること」にあるというのである（第 18 節
・第 19 節）。それは「認識に仕える一種の
「言語」」である（第 35 節）。芸術的な認識
は，学問による理論的な認識と並んで存在
する独自の認識のあり方（「直覚的認識」）
なのである。こうして，芸術作品の本来的
な内容を「形式」においてみようとする
（第 26 節）。このような意味での芸術学を確
立しようという動向は，やがてマックス・
デッソワー（Max Dessior, 1867-1947）と
エミール・ウーティッツ（Emil Utitz, 
1883-1956）によって頂点を迎えることにな
る。ところで，こうした動向が生じてくる
背景としては，19 世紀後半になってリアリ
ズムや自然主義の潮流が台頭してきたこと
によって「芸術即美」とするような古典主
義的な芸術観がもはや堅持し得なくなって
きたことに加え，もっぱら美の実現こそを
芸術の課題と考え，両者を同一視するドイ

ツ観念論的な美学に対する異議が立ち上が
ってきたことが指摘されている。フィード
ラー「芸術論断章」『芸術論 芸術論断章 現
実と芸術』（清水清訳）玉川大学出版部
（1969）pp. 13-114，利光功「芸術学」『美
学事典 増補版』（第 16 版）（竹内敏雄編）
弘文堂（1995）pp. 77-83ならびにG. Scholtz: 
Artikel „Kunstphilosophie, Kunst-
geschichte, Kunstwissenschaft“, in: 
Historisches Wörterbuch der Philosophie,  
Bd. 4, hrsg. v. Joachim Ritter und 
Karlfried Gründer, Basel 1976, S. 1449-
1458.

 9 「レディメイド」の概念については，マルセ
ル・デュシャン「「レディメイド」につい
て」『マルセル・デュシャン全著作』（ミシ
ェル・サヌイエ編，北山研二訳）未知谷
（2013）pp. 287-289 を参照。また，作品
「泉」に端を発する「リチャード・マット事
件」に始まるデュシャンの「レディメイド」
が投げかけた問題を分析したものとして以
下の文献が大変参考になった。西村清和
「第 3 章 なにが『アート』か ?」『現代アー
トの哲学』産業図書株式会社（1995）pp. 
33-51 ならびに，佐々木健一「現代藝術と
作品の危機」『作品の哲学』東京大学出版会
（1985）pp. 36-78，特に pp. 65-68. 西村は，
ルネサンスを経て 18 世紀半ばになってよう
やく確立をみる「美しい美術（fine arts, 
beaux arts）」という観念と，そのもとに築
きあげられることになる芸術の制度の歴史
性を踏まえつつ，いかにデュシャンがそれ
らをアイロニカルな仕方で際立たせること
になったかを論じ，その歴史的な意義とデ
ュシャンの問いのアクチュアリティを説く
一方で，デュシャンを「美的モダンとポス
トモダンの分水嶺」（p. 31）として位置付
ける。他方，佐々木は，近世に成立をみる
近代的な意味での「作品」概念を揺さぶる
ことになる現在の展開として「パフォーマ
ンス」「テクスト理論」「オブジェ」の登場
という 3 つの契機を挙げるが，最後のもの
に関して，デュシャンの活動を取り上げて
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いる。本来，作品の本質をなすはずの「自
己へ還帰する目的の指向性」が明らかにな
いにも関わらず，デュシャンの「泉」がな
お「作品」とみなされる理由の一端を，
佐々木は，このオブジェを展覧会に出品す
るという「行為」自体に見て取る。先の
「自己還帰の運動」が成り立つためには，ま
ずもって文化によって支えられた「作品」
という観念に対する社会的な了解が不可欠
であり，展覧会や美術館といった文化制度
がそれを保証することになる。しかし，一
度それが実体化されてしまうと，今度はそ
の制度自体が自律的に規制力を持つことに
なる。逆説的なことに，デュシャンの「泉」
はそれが文化的な了解事項としての「作品」
でないがゆえに，一層あからさまな仕方で
この制度の「からくり」を暴き立てること
になる。「作品ではなく，「内」を，見るべ
きものを持たないからこそ，見つめるとい
う行為の由来をたずねさせる」（p. 66）と
いうわけである。その意味で，オブジェは
「美的ではなく美学的」な存在であり，「行
為の媒体」として見るべきだと説く。実際，
最初の「泉」の展示から半世紀近く経った
1961 年に発表された上記のテキストの中で
デュシャン自身次のように書いている。「私
がどうしてもはっきりさせておきたい点が
あるが，それはこれら〈レディ・メイド〉
の選択が何かしらの美的楽しみには決して
左右されなかったということだ。この選択
は，視覚的無関心という反応に，それと同
時に良い趣味にせよ悪い趣味にせよ趣味の
完全な欠如……実際は完璧な無感覚状態で
の反応に基づいていた。」（pp. 287-288）

10 この名称は，1966 年 9 月にヴォルフガング
・イーザー（Wolfgang Iser, 1926-2007）や
マックス・イムダール（Max Imdahl, 1925-
1988），ハンス・ブルーメンベルク（Hans 
Blumenberg, 1920-1996），オード・マーク
バ ー ト（Odo Marquard, 1928-2015）， ハ
ンス・ロベルト・ヤウス（Hans Robert 
Jauss, 1921-1997）といった錚々たる参加
者を募ってリンダウで開催されたシンポジ

ウムに基づき，1968 年，ヤウスの編集のも
と「詩作と解釈」のシリーズの第 3 巻とし
出版された論集『もはや美しくない諸芸術
―美的なものの境界現象』に由来する。こ
こでは，先の「美的なものの境界現象」が
中核的な問いとして立てられ，同時代の芸
術現象との取り組みの中で不可避的に関わ
らざるを得ない「非美学的な美学（Ästhetik 
des Unästhetischen）」というジレンマの問
題などを拠り所に「美的なもの」という伝
統的な概念の持つ「規範的な自明性」が俎
上に載せられることになる。近代とともに
登場してくる「もはや美しくない諸芸術」
（本書の後半ではポップアートやオップアー
トが議論の対象として取り上げられている）
が「美的なもの」自体を否応なく「境界現
象」にしてしまう中で，「これらの作品の現
象や意図，受容を説明するにあたって，美
学の中に内在化された様々なカテゴリーそ
れ自体でなお事足りるのかどうか」が議論
されることになる。Vorwort, in: Die nicht 
mehr schönen Künste. Grenzphänomene 
des Ästhetischen,  hrsg. v. Hans Robert 
Jauss, München 1968.

11 ダントーは，何が芸術作品であるかを，知
覚のレヴェルで，すなわち，その感性的な
属性から判断することは今日ではもはや不
可能になったと考え，「そうでなければたん
なるものにすぎない作品に芸術の地位を与
えるもの」は「理由づけの言説」であると
洞察するに至る。そして，それをヴィトゲ
ンシュタインの議論になぞらえて「遊戯の
ルールによって管理されている言語ゲーム
の一種」であるとし，この制度化された言
説の世界を「アートワールド」と名付けた。
ダントーの当該概念については以下の文献
を参照のこと。アーサー・ダントー「アー
トワールド（1964）」（西村清和訳）『分析
91 美学基本論文集』（西村清和編・監訳）
勁草書房（2015）pp. 9-35 およびアーサー
・ダントー「『芸術界』ふたたび（1992）」
（高階絵里加訳）『すばる』16（12）集英社
（1994）pp. 296-316，アーサー・ダントー
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「芸術の終焉の後の芸術」（高階秀爾訳）『中
央公論』110（6）（1995）pp. 224-237. また，
その要諦の把握にあたっては，以下の文献
が参考になった。西村清和「第 3 章 なにが
『アート』か ?」『現代アートの哲学』産業
図書株式会社（1995）pp. 33-51 および佐々
木健一『美学への招待』中央公論新社
（2006），特に pp. 170-176. 佐々木は，この
「アートワールド」を「藝術家，評論家，学
者，ジャーナリスト，美術館の学藝員たち」
のような「藝術に携わる専門家たちの集合
体」であるとし，「一般社会から独立して独
自の支配権を認められているミクロな社会」
としての「ギルド・モデル」をもとに理解
することを提唱している。同書 pp. 173-174
参照。ちなみに，ヴェルシュ氏自身ダント
ーについては並々ならぬ関心を向けており，
2021 年に一般向けの啓蒙書として執筆した
『 哲 学 が 輝 く 瞬 間（Glanzmomente der 
Philo sophie）』でも最後の一章を捧げてい
るほどである。そこでは，特に 1981 年の書
『The Transfiguration of the Common-
place: A Philosophy of Art（ドイツ語訳：
Die Verklärung des Gewöhnlichen,  
Frankfurt am Main 1984，邦訳：ありふ
れたものの変容  芸術の哲学，松尾大訳，
慶応大学出版会，2017 年）』を中心に取り
上げ，そのポジションを批判的に俎上に載
せている。ありふれたモノが芸術作品に変
容することを可能にしているのは何か，そ
の原理を理論的に考察する中で，通説に反
して，美的・感性的な特徴や特性が芸術作
品を成り立たせているわけではないことを
明らかにするダントーは，作品としての同
一化と解釈行為にその糸口を見出そうとす
る。その上で，さらにアーティストたちが
活動するコンテクストや文化，とりわけ芸
術文化，ついで美術理論や美術史の体系な
どからなる複合的な世界としての「アート
ワールド」の存在と役割・機能を指摘し，
それらと解釈行為とが先の変容を可能とし
ていることを明らかにしようとする。しか
し，ヴェルシュ氏は，これだとどんな恣意

的なものも条件次第ではアートになりうる
という帰結を最終的に避けることができな
くなる，とみる。さらに（ここでの議論の
正確な反論にはなっていないものの）ダン
トーの議論が芸術と非芸術との明確な峻別
の上に成り立っていることに着目し，そこ
に疑問を差し挟むことで，議論の枠組み自
体を問いに伏そうとする。モノの世界と芸
術の世界の対立関係という話は本当なのか。
ここで（前編でも取り上げられている）
2016 年の論考「芸術と現実：対峙か，それ
とも混同か（Kunst und Wirklichkeit: Op-
position oder Konfusion?）」（前編註 21 を
参照のこと）に依拠しつつ，現代芸術の流
れがこの境界を消し去る方向に動いている
ことを示唆する。そして，むしろ芸術自身
が「変容の要素」そのものになろうとして
いることに注意を喚起すのである。その一
方で，「アートワールド」を自己刷新のため
にあらゆるものを見境なく飲み込む横奪者
（Usurpator）に見立て，かつてニューヨー
クのアートシーンのスター的な存在だった
ダントーの議論は，とどのつまりこの「ア
ートワールド」による横奪の正統化に奉仕
することに終始しているだけなのではない
かと酷評するに至る。ここに及んで，ダン
トーを最後に取り上げたことがアイロニカ
ルな意味を含んだものであることが明らか
になる。曰く「哲学が輝く瞬間」は，時と
して「見掛け倒し（gleisnerisch）」に終
わることもありうる。Wolfgang Welsch: 
Danto. Völlig anders‒und doch ununter-
scheidbar, in: ders.: Glanzmomente der 
Philosophie. Von Heraklit bis Julia 
Kristeva, München 2021, S. 187-195.

12 ゲオルグ・ペーツ（Georg Peez, 1960-：フ
ランクフルト大学）は，現代ドイツの芸術
教育学に 3 つの主要な潮流を見てとる。
その際，ペーツが，イメージ指向（Bild-
Orientierung: Visuelle Kompetenz）の芸
術教育学，主体指向（Subjekt-Orientierung: 
Ästhetische Forschung）の芸術教育学と
並んであげているのが，芸術指向の芸術教
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授学としての「芸術的陶冶」である。
Georg Peez :  Kunstpädagogik ,  in : 
Handbuch Kulturelle Bildung,  hrsg. v. 
Hildegard Bockhorst, Venessa-Isabelle 
Reinwand, Wolfgang Zacharias, München 
2012, S. 437-442，特に S. 440-441 ならびに
Georg Peez: Kunstpädagogik jetzt, in: 
URL: http://www.georgpeez.de/texte/
jetzt.htm［閲覧：2019 年 7 月 2 日］なお，
本ポジションに対する包括的な分析につい
ては以下の文献を参照されたい。Annette 
Franke: Aktuelle Konzeptionen der 
Ästhetischen Erziehung,  München 2007, 
S. 310-363. コンパクトな総括としては，
Georg Peez: Einführung in die Kunst-
p ä d a g o g i k ,  S t u t t g a r t  2 0 1 8  （ 5 . 
aktualisierte Auflage），S. 77-79 がある。
また，日本語で書かれたものとしては，以
下の拙稿を参照のこと。清永修全「多元文
化社会における芸術教育の可能性とその視
座―近年のドイツにおけるいくつかの理論
的展開について―」『東亜大学紀要 第 25 号』
（2017）pp. 11-29，特に pp. 12-15.

13 ライプチッヒ芸術教育学研究所（Leipziger 
Institut für Kunstpädagogik）教授。

14 カールスルーエ教育大学（Pädagogische 
Hochschule Karlsruhe）教授。

15 ユストゥス・リービッヒ大学ギーセン
（Justus-Liebig-Universität Gießen）教授。

16 本ポジションについては，それこそ夥しい
文献があるが，ここでは，それらの中でも
そのアウトラインを明快に伝えるブッシュ
キューレの以下のテキストを挙げておきた
い。Carl-Peter Buschkühle: Konturen 
künstlerischer Bildung, in: Perspektiven 
künstlerischer Bildung. Texte zum 
Symposium Künstlerische Bildung und 
die Schule der Zukunft,  hrsg. v. Carl-
Peter Buschkühle, Köln 2003, S. 19-44. な
お，引用は S. 19 からのものである。その
ほかの重要な文献については，上記の拙稿
（2017）を参照のこと。

17 「拡大された芸術概念」とは，「社会彫刻

（Soziale Plastik）」や「全ての人間は芸術
家である（Jeder Mensch ist ein Künstler）」
という標語とも密接に結びつきつつボイス
の芸術観の中核をなす極めてユートピア的
な性格の強い概念である。初出は，1973 年
のこととされている。ボイスは，ある社会
に生きる個々の人間がそのうちに宿してい
る潜在的な創造力と自発性を十全に発揮で
きるよう，将来に向けて変革すべく目の前
の現実の社会に働きかける普段の主体的な
行為とそのプロセスを「社会彫刻」という
概念で捉えているが，その実現のためにも，
狭義の芸術を前提とした伝統的な芸術概念
を超克することの必要性を唱える。今や
「伝統的な芸術家が行なっている芸術ではな
くて，どんな人間も芸術家として活動しう
る芸術」概念を考えなければならないとい
うのである。それが「人間学的に」「拡大さ
れた芸術概念」である。したがって，ここ
で言う「芸術家」とは，歴史に登場するよ
うな常人離れした天才的なアーティストの
ことをではなく，職業の如何を問わず，そ
してどんな些細なことであっても，身の回
りのことをはじめ社会の新しい秩序のため
にアクティブかつ構築的に関われる人間全
てを示している。それゆえ，「どんな人間の
労働も芸術」なのだと語られることになる。
当然，教育活動や政治活動はもとより，自
然保護活動も含めて，優れて芸術的な活動
だということになる。その意味で，ボイス
が街路でゴミ回収に従事する人たちにさえ
「芸術家」の姿を見たというエピソードは，
ボイスの真意を理解するにあたって示唆に
富む。なお，本概念の理解にあたっては，
ボイスの以下のテキストが分かりやすく参
考になる。ここでの引用は全て本テキスト
によっている。ヨーゼフ・ボイス「共同記
者会見（1984 年 5 月 29 日赤坂プリンスホ
テル）」『ドキュメント ヨーゼフ・ボイス』
西武美術館（1984）pp. 16-32. 同様に同書
所収のボイスによるレクチャー「芸術と社
会」（pp. 33-50）も参照のこと。また，概
念整理としては，水戸芸術館現代美術セン
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ター編『Beuys in Japan：ヨーゼフ・ボイ
ス よみがえる革命』フィルムアート社
（2010）に所収の「ボイスの表現を読み解く
重要概念」における松山聖央による「拡大
された芸術概念」（pp. 179-180）「社会彫刻」
（pp. 181-182）「全ての人間は芸術家である」
（pp. 183-184）の項目も大いに参考にさせ
ていただいた。

18 Buschkühle: Konturen künstlerischer 
Bildung, S. 34-35.

19 オットーについては，『東亜大学紀要』（第
34 号）掲載の本インタビューの前編，註 22
と 24 を参照のこと。

20 Buschkühle: Konturen künstlerischer 
Bildung, S. 32-35.

21 Ibid., S. 35. 
22 Ibid.
23 Ibid., S. 36.
24 ゼールについては，『東亜大学紀要』（第 34

号）掲載の本インタビューの前編，註 25 を
参照のこと。ゼールに対するヴェルシュ氏
の仮借ない批判については，同編 p. 25 を
ご覧いただきたい。

25 本潮流についても的を得たコンパクトな要
約としては上記のペーツの 2 本論考と入門
書を参照のこと。Peez: Kunstpädagogik, 
特 に S. 440-441 な ら び に Peez: Kunst-
pädagogik jetzt，そしてPeez: Einführung 
in die Kunstpädagogik, S. 74-77. 日本語で
書かれたものとしては，とりわけ以下の拙
稿を参照のこと。清永修全「イメージ・コ
ンピテンシーとその射程 ―現代ドイツにお
ける芸術教育学の潮流―」『東亜大学紀要 
第 29 号』（2019）pp. 23-55. 本潮流につい
ての詳細な参考文献についてもこちらを参
照されたい。

26 Peez: Einführung in die Kunstpädagogik, 
S. 29.

27 ニーホフとベーリングの夥しい著作の中か
ら，ここではその集大成とも言える以下の
書から挙げておきたい。Kunibert Bering/ 
Rolf Niehoff: Bildkompetenz ‒ Eine kunst-
didaktische Perspektive,  Oberhausen 

2013, S. 9-60. 彼らの論点の日本語による要
約・解説としては，拙稿「イメージ・コン
ピテンシーとその射程 ―現代ドイツにおけ
る芸術教育学の潮流―」を参照のこと。

28 これがオストのどの論考を指しているのか，
残念ながら確認は取れていない。

29 現在の芸術教育は，実質的にはすでにイメ
ージ教育ないしメディア教育に成り代わっ
ているのであり，「芸術」へのこだわりこそ
がかえって本来あるべき教科の発展を阻害
している，と批判する最も急進的なスタン
スとして，ここではザルツブルク・モーツ
ァルテウム大学のフランツ・ビルマイヤー
（Franz Billmayer, 1954-）を挙げておきた
い。Franz Billmayer: Paradigmenwechsel 
übersehen. Eine Polemik gegen die 
Kunstorientierung der Kunstpädagogik, 
Hamburg 2008 ならびに Franz Billmayer: 
Kunst gefährdet die Kunstpädagogik
（2008），in: Konzeptionen der Kunst-
didaktik. Dokumente eines komplexen 
Gefüges,  hrsg. v. Cornelia und Kunibert 
Bering, Oberhausen 2011, S. 228-233. な
お，同氏のポジションについては，以下の
拙稿を参照のこと。清永修全「岐路に立つ
芸術教育 ―現代ドイツにおける芸術教授学
と芸術の関係をめぐる論争について―」『東
亜大学紀要 第 26 号』（2018），pp. 75-94，
特に pp. 81-84.

30 これについては，以下の拙稿参照のこと。
清永修全「『ドクメンタ 14』をめぐって」
『東亜大学紀要 第 26 号』（2018）註 11.

31 1992 年に発表された「トランスカルチュラ
リティ－諸文化の解体後の生活形式
（Transkulturalität‒Lebensformen nach 
der Auflösung der Kulturen）」を皮切り
に，今日までに実に 50 本近い本テーマに
関する論考を世に問うているという。
Wolfgang Welsch: Transkultralität. 
Realität‒Geschichte‒Aufgabe, Wien 2017, 
S. 7 および S. 9 の脚注に挙げられた主要論
考を参照のこと。

32 Wolfgang Welsch: Transkulturalität ‒ 
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die veränderte Verfassung heutiger 
Kulturen, in: Sichtweisen. »Die Vielheit 
in der Einheit«,  Frankfurt am Main 1994, 
S. 90. ここでヴェルシュ教授が「公理
（Axiom）」という表現を用いているのは，
あたかもそのことについて議論する際，証
明する余地のない自明の理であるかのよう
にまかり通っていることを揶揄してのこと
である。

33 このヘルダー流の文化概念の特徴について，
ヴェルシュ教授は，2001 年 9 月 3 日から 4
日にかけて立命館大学で開催されたシンポ
ジウム「芸術のアジア―外からのまなざし
と内からの応答」における発表をもとに書
かれた論考の中で，極めて明快に次の 3 つ
のポイントから整理・要約して説明してい
る。まず，この立場にとって（1）「文化と
は基本的に民族文化のこと」を示す。そし
て，その（2）「民族文化は同質である」と
見なされる。つまり「同一文化内での実践
や行動や思考のすべては，同種のものであ
ると想定されている。民族を構成する個々
人によってわずかに変化するところはあっ
ても，真に多様である可能性は民族内では
生じてこない」というわけである。さらに
（3）「外から眺めれば，それぞれの文化は極
めて異なっており，たがいに対立しあって
いる」ものと見なされる。しかし，この
「ナショナリズムに基づく文化概念」「文化
のナショナリズム的概念」は，「事実関係か
らして誤り」であるばかりでなく，「伝統的
な文化がじつは混淆した文化であるという
事実を忘れている」という意味で「すでに
過去に照らして誤り」であり，それゆえ
「ひとを誤りにみちびく悪しき概念」であ
る。総じてそれは，「諸文化の現在の構造を
理解させてくれるわけでもなければ，将来
に向けての有望な視点を展開してくれるわ
けでもない」とする。ヴォルフガング・ヴ
ェルシュ「グローバル化時代のアイデンテ
ィティ再考―トランスカルチャーの視点か
ら」（小林信之訳）『美と芸術のシュンポシ
オン 神林恒道教授退官記念論集』（大阪大

学美学研究会編）（2002）pp. 333-344，こ
こでは特に pp. 333-336.

34 Terry Eagleton: Was ist Kultur? Eine 
Einführung,  übersetzt von Holger 
Fliessbach, München 2001, S. 135.

35 Welsch: Transkultralität. Realität‒
Geschichte‒Aufgabe, S. 22.

36 本コンセプトについて詳しくは，『東亜大学
紀要』（第 34 号）掲載の本インタビューの
前編，29 頁以降を参照のこと。

37 ヴェルシュ教授の唱える「盲点の文化」と
は，もっぱら視覚性や明証性，エビデンス
ばかりに捉われ，追い求めるのではなく，
むしろ「抑圧されたものや空白のゾーン，
様々な間隙，他者性（Alterität）」に配慮
する「排除や様々な拒否，異なりにセンシ
ブル」な文化のことをいう。そして，それ
は「何かを視るということが絶えず他の何
かを見過ごすことを意味するのだというこ
と。死角無くして視る行為は成り立たない」
という人間の知覚の原理的なあり方に自覚
的であるような文化でもある。Wolfgang 
Welsch: Ethische Implikationen der 
Ästhetik. Ein Plädoyer für ästhetische 
Bildung, in: Denken und Lernen mit 
Bildern. Interdisziplinäre Zugänge zur 
Ästhetischen Bildung,  hrsg. v. Rolf 
Niehoff und Rainer Wenrich, München 
2007, S. 267-269. このコンセプトは，早く
は 1990 年の著書『感性の思考』にも登場す
る。ヴォルフガング・ヴェルシュ「感性と
無感性」『感性の思考 美的リアリティの
変容』（小林信之訳）勁草書房（1998）p. 
36ff. 本概念の理解にあたっては，岡林の以
下の言及が参考になった。岡林洋「文化主
義の美学―ヴェルシュ「AETHET/HICS」
を手がかりに―」『美学芸術学』第 16 号
（2001）p. 10. なお，本論考は以下の論集に
も再録されている。岡林洋「文化主義の美
学―ヴェルシュ「AETHET/HICS」を手が
かりに」『美と芸術のシュンポシオン 神林
恒道教授退官記念論集』（大阪大学美学研究
会編）（2002）pp. 151-159.
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38 Georg Bollenbeck: Tradition, Avant-
garde, Reaktion. Deutsche Kontroversen 
um die kulturelle Moderne 1880-1945, 
Frankfurt am Main 1999, S. 53-62.

39 たとえば，今からみれば一つ前のものとな
るが，『中学校学習指導要領解説 美術編（平
成 20 年 7 月）』の「第 2 学年及び第 3 学年
の目標と内容」の「鑑賞」の項目では，「美
術を通した国際理解」という表題のもと，
以下のように書かれている。「これからの国
際社会においては，様々な文化をもつ諸外
国や民族との交流がこれまで以上に頻繁に
なり，自国の文化のよさを外に向かって発
信する機会が多くなると考えられる。自国
の文化を十分に理解しないで他国の文化を
理解することは一面的であり，自国の文化
に愛情や誇りを感じることなくしては他国
の文化を尊重する心も芽生えにくい。」（pp. 
85-86.）

40 Wolfgang Welsch: Transkultralität. 
Realität‒Geschichte‒Aufgabe, Wien 2017.

41 Ibid., S. 31-36. 
42 Ibid., S. 31-39. 
43 この話題について詳しくは，『東亜大学紀

要』（第 34 号）掲載の本インタビューの前
編，22 頁から 23 頁を参照のこと。

44 個人の複合性を念頭においたこの辺りの口
吻は，前出の書『哲学が輝く瞬間』の序文
でも引用されているヴェルシュ氏お気に入
りのゲーテの次の一節を彷彿とさせる。そ
れは，ゲーテが 1832 年 2 月 17 日，その死
の 1 ヶ月ほど前にスイスの友人で貨幣学者
のフレデリック・ソレー（Frédéric Soret, 
1795-1865）との対話の中で語ったとされる
話である。「私自身，一体何なのだろうか。
何をしたというのだろうか。私は，見聞き
し，観察した全てのものを集め，使い尽く
した。私の作品は数えきれないほどの様々
な個人によって養われている。無知な人間
や賢い人間，聡明な人々や愚か者。幼年期，
壮年期，高年期。彼らみんながその考えや
技能，希望や人生観をもたらしてくれたの
だ。こうして私は，しばしば他の人たちが

種を蒔いたものを収穫した。私の作品は，
集合的な存在（Kollektivwesen）によるも
のなのだ。そして，この作品にゲーテと
いう名前が付けられている。」Johann 
Wolfgang von Goethe/Frédéric Jacob 
Soret: Goethes Unterhaltungen mit 
Friedrich Soret,  hrsg. v. Karl August 
Hugo Burkhardt, Weimar 1905, S. 146. ヴ
ェルシュ教授によるやや要約的な引用は，
以下の通り。Wolfgang Welsch: Vorwort, 
in: ders.: Glanzmomente der Philosophie. 
Von Heraklit bis Julia Kristeva, München 
2021, S. 10. また，以下註 63 で挙げられて
いるヴェルシュ教授の講演でも引用・言
及 が な さ れ て い る。Wolfgang Welsch: 
Transkulturelle Identitäten. Monaden 
oder Nomaden? Vortrag vom 08. Februar 
2019 in Nürnberg. （Text: anfertigt 
09.10.2019）

45 オリジナルはフランス語で，1988 年に出版
されている。ドイツ語訳の初版は以下の通
り。Julia Kristeva: Fremde sind wir uns 
selbst,  übersetzt von Xenia Rajewski, 
Frankfurt am Main 1990. 日本語訳には，
以下のものがある。『外国人―我らの内なる
もの』（池田和子訳）法政大学出版局（2014）
こちらも同じく 1990 年に出されている。本
書は，西洋社会を中心に「外国人」である
ことの位置付けや処遇について，言説的・
制度論的にその歴史を辿る系譜学的記述が
中心になっている。その上で，クライマッ
クスのところで，1919 年のフロイトの論考
「不気味なもの（Das Unheimliche）」を引
き合いに出し，そこでの議論（本来慣れ親
しんできているものが抑圧され，その後，
何かの弾みでそれが回帰してきたとき，不
気味なものとして感じられることになる）
を援用しつつ論を展開し，「外人は我々自身
の中にある」（邦訳 p. 232）という本書のテ
ーゼを導き出す。そして，「外国人」との対
処や関わり方においては，むしろ我々の
我々自身との対処や関わり方，自己関係が
基盤となっていることを明らかにする。そ
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こに至る過程で，クリステヴァは，「自己」
をモナド的な統一体として考える近代の慣
習を問に付し，むしろ精神分析的な観点か
ら「自己」を分裂した多層的な存在として
捉え直し，「自－他」の二元論を克服するこ
とを提案するが，このことへの了解に立っ
た上記の認識こそを「外国人」との真の共
生への道，その前提として示すのである
（邦訳 p. 3, 5, 208）。ここには，ヴェルシュ
氏の「トランスカルチュラリティ」の理論
とアプローチとして幾分通底するものがあ
るように思われる。ちなみに，ヴェルシュ
氏は，前出の近著『哲学が輝く瞬間』でも
このクリステヴァを取り上げ，一章を割い
て解説しており，その思い入れのほどが見
て 取 れ る。Wolfgang Welsch: Kristeva. 
«Fremd sind wir uns selbst», in: ders.: 
Glanzmomente der Philosophie. Von 
Heraklit bis Julia Kristeva,  München 
2021, S. 175-180.

46 ただし，この件は，クリステヴァのテクス
トの中に直接このままのかたちで出てくる
わけではない。おそらく「我々が外人を避
け，外人と戦う時，我々が相手にしている
のは我々の無意識―我々の不可能な《個》
という《個ならざるもの》にほかならない」
（邦訳 p. 232）などをはじめ，本書の通奏底
音となる要素をもとに咀嚼しながら導き出
された結論かと思われる。実際，上述のヴ
ェルシュ氏のクリステヴァ論では，この同
じ「防衛メカニズム」についてのテーゼが
ローベルト・ムージル（Robert Musil, 
1880-1942）の『特製のない男』（1930 年～
1940 年）を拠り所にして書かれている。
Welsch: Kristeva. «Fremd sind wir uns 
selbst», S. 177, 218.

47 ヴェルシュ教授は，トランスカルチュラリ
ティを体現するものとして度々この「クラ
ウド・ゲイト舞踊団」に言及している。たと
えば，Welsch: Transkultralität. Realität‒
Geschichte‒Aufgabe, S. 50-51. 

48 この点については，『東亜大学紀要』（第 34
号）掲載の本インタビューの前編，28 頁を

参照のこと。
49 Welsch: Transkultralität. Realität‒

Geschichte‒Aufgabe, S. 20.
50 実際，ヴェルシュ氏は，このトランスカル

チュラリティの視点をさらに煎じ詰めて
「事実としての多元性と相互浸透に開かれた
視点」と要約している。ヴェルシュ「グロ
ーバル化時代のアイデンティティ再考―ト
ランスカルチャーの視点から」p. 341.

51 「ドイツのための選択肢（AfD: Alternative 
für Deutschland）」（以下「AfD」）は，2010
年に始まるヨーロッパの通貨危機に端を発
する政治・経済状況の中で，2013 年に結成
された政党である。2014 年の欧州議会選挙
と旧東独地域の州議会選挙で成果をあげ，
2017 年の連邦議会選挙で初の連邦議会入り
を果たしている。当初は，ユーロ関連の議
論を中心に据えていたが，やがて右傾化を
強めていく。極右政党の運動としては，戦
後 4 つ目の波となるが，一部特定地域での
政治的現象に終わることなく全ドイツ的な
規模での成果をあげることになったのは，
この「AfD」の運動が初めてである。2015
年 7 月の党大会では，当初のスポークスマ
ンの一人で最も重要な存在であった国民経
済学者でハンブルク大学教授のベアント・
ルッケ（Bernd Lucke, 1962-）がフラウケ
・ペトリ（Frauke Petry, 1975-）に敗れ，
一時期党内分裂の危機に見舞われるが，同
じ年の 9 月に本格化する「難民危機」を契
機に，政府の移民政策などに対抗するキャ
ンペーンを張り，むしろ波に乗ることにな
る。そして，2017 年の連邦議会選挙では，
第三党となるほどの勢いを見せる。この年
の党大会では，今度は件のペトリが支持を
失い，離党を余儀なくされる。代わってイ
ェルク・モイテン（Jörg Meuthen, 1961-）
とアレクサンダー・ガウラント（Alexander 
Gauland, 1941-）の二頭体制となる。当初
より極右勢力の潜入と浸透が問題視されて
いたが，それが顕在化するにつれ，2020 年
3 月にはいよいよ一部の党員が「連邦憲法
擁 護 庁（Bundesamt für Verfassungs-
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schutz）」の監視下に置かれることになる。
モイテンと党内極右勢力との権力闘争の挙
句，2022 年 1 年にはさらにそのモイテンが
離党。現在は，アリス・ヴァイデル（Alice 
Weidel, 1979-）とティノ・クルパラ（Tino 
Chrupalla, 1975-）の二頭体制のもとにあ
る。「AfD」は，支持者層にも特徴があり，
旧東独地域での支持率は旧西ドイツ地域の
二倍近くにもなる。さらに，同じ旧西ドイ
ツ地域であっても，南部の方が北部のプロ
テスタント圏に比べ高い支持率になる。ま
た，支持者の約三分の二が男性で，しかも
中高年の男性が多いのも特徴である。職業
上の偏りは見られないとされるが，社会的
・経済的な敗者となる危機感を募らせた階
層がその主たる担い手となっているとみら
れている。Frank Decker: Kurz und bündig: 
Die AfD, in: bpb (Bundeszentrale für 
politische Bildung) (Hrsg.). Dossier  
Parteien in Deutschland vom 26.10.2020, 
URL:  https://www.bpb.de/themen/
parteien/parteien-in-deutschland/
afd/211108/kurz-und-buendig-die-afd/
［閲覧：2022 年 8 月 30 日］

52 極右的な動機からなされた政治家の殺害と
しては，戦後最初のものとなる。それだけ
に衝撃は大きかった。リュプケは，2009 年
からその死まで当地の区長を勤めており，
移民の支援や極右運動に対する断固とした
スタンスにより広く知られた政治家であっ
た。当日，自宅の前で至近距離から射殺さ
れている。犯人の 47 歳の男性には，終身刑
が言い渡されている。詳細については，以
下の記事を参照のこと。Das Verfahren 
gegen den Lübcke-Attentäter. Urteil und 
Ungewissheit,  URL: https://www.
spiegel.de/panorama/justiz/walter-
luebcke-was-s ie-zum-urtei l -gegen-
stephan-ernst-und-markus-h-wissen-
muessen-a-14b9ac6a-e391-43df-ba31-
4533972a887e［閲覧：2022 年 6 月 22 日］

53 ユダヤ教の最も重要な祝祭であるヨム・キ
プル（Jom Kippur）の日にシナゴーグに

集まった同地のユダヤ教徒約 50 人の殺害を
企てた極右テロである。27 歳の犯人の男性
は，手製の銃と爆薬をもってシナゴーグを
襲撃しようとするも，入り口の扉が頑丈だ
ったために中に入ることができず，代わり
に逃亡中に通りがかりの 40 歳の女性と，近
所のドネル店内にいた 20 歳の男性を射殺
し，さらに 2 名を負傷させている。可能な
限り多くのユダヤ人を殺害することを目的
とした犯行だったことが明らかになってお
り，危うく戦後最悪の反ユダヤ主義的テロ
となるところであったという。ちなみに，
このシナゴーグからドネル店に向かう道沿
いのアパートに筆者自身も 2 年間住んでい
たことがあり，本ニュースを耳にしたとき
の戰慄が今も忘れられない。詳細は，以下
の記事を参照のこと。Bundeszentrale für 
politische Bildung: Der Anschlag von 
Halle, URL: https://www.bpb.de/kurz-
knapp/hintergrund-aktuell/316638/der-
anschlag-von-halle/［ 閲 覧：2022 年 6 月
22 日］

54 人種主義的な動機に基づく極右テロである。
犯人である 43 歳の男性は，同市内の複数の
箇所で女性 6 名と男性 3 名を射殺し，その
後自宅で自らの母親を殺害し，自らも自殺
している。すでに犯行以前からネット上で
反ユダヤ主義的・反イスラム的なビデオや
パンフレットを公開しており，殺害に当た
っても人種的な観点から犠牲者を選んでい
たことが明らかになっている。詳細は，以
下の記事を参照のこと。Bundeszentrale 
für politische Bildung: Vor zwei Jahren: 
Anschlag in Hanau, URL:  https://www.
bpb .de/kurz -knapp/h intergrund-
aktuell/505333/vor-zwei-jahren-anschlag-
in-hanau/［閲覧：2022 年 6 月 22 日］

55 本テーマに関しては，たとえば，フクヤマ
の議論とその論点をより端的なかたちで浮
き彫りにした以下のインタビューが参考
に な る。Francis Fukuyama: Stammes-
denken zersetzt unsere demokratischen 
Gesellschaften, Sueddeutsche Zeitung 
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vom 17. März 2019, URL: https://www.
sueddeu t s che . d e/ku l tur/ f ranc i s -
f ukuyama - i n t e r v i ew - i d e n t i t a e t -
wuerde-1.4367755［ 閲 覧：2022 年 6 月 22
日］この中でフクヤマは，人権運動や女性
解放運動に見られるように，現代の様々な
政治運動の大きなテーマとなっている問
題の一つが「尊厳（Würde）」の承認をめ
ぐ る 要 求，「 尊 厳 の 追 求（Streben nach 
Würde）」であることを指摘する。ところ
で，政治的利害団体による対立が政治的妥
協によって調停可能であるのに対し，尊厳
の承認をめぐる葛藤の回避や調停は容易で
はない。しかも，このことに起因する怒り
は，根が深く，政治的にも大きな起爆力を
持ちうる。左派がマイノリティーの権利を
擁護するアイデンティティー・ポリティッ
クス（Identitätspolitik）に自らの潜在的
な可能性を見出したのはよいとしても，そ
の際，彼らはそのことに血道をあげるあま
り，政治的な公正さ（Gerechtigkeit）の問
題をないがしろにした，とフクヤマは旧来
の左派の政治戦略を批判する。その間，こ
の同じロジックは，政治的右派やポピュリ
ズムによっても常套手段として我有化され，
やがてトランプの活動に典型的に現れてい
るように，あるグループの尊厳の問題に他
のグループの尊厳の問題を対立させる「不
満の政治（Politik des Ummuts）」として
扇動されてしまう結果を導いたと言う。確
かに，政治的多数の動員を試みるという意
味でそれはなおも民主主義的な原理に則っ
てはいる。しかし，すでにリベラルな民主
主義とは言えない。ここでフクヤマは，こ
うした現状の打開策として「国民国家
（Nation）」のコンセプト（決して一つのエ
スニック・グループに結びつけられなけれ
ばならないわけではない）を今一度顧みる
ことを提案する。現在までのところ，法治
国家と民主主義の理念をこれ以上に高い次
元で実践的に実現する可能性がない以上，
国民国家の捉え直し，その存在意義を改め
て自覚する以上の解決策はないと言うので

ある。
56 スウェーデン出身の環境運動家である。

2018 年 8 月，当時まだ 15 歳だったトゥー
ンベリは 3 週間後に迫った総選挙を前に，
政治家たちが気候変動の問題を真剣に考慮
するよう訴え，授業をボイコットし「気候
のための学校ストライキ」と書かれたプラ
カートを手に，ストックフォルムの議事堂
の前で 3 週間に亘って抗議行動を行う。こ
れにより次第に多くの賛同者を集めるよう
になり，やがてグローバルな環境保全運動
となる「フライデー・フォー・フューチャ
ー（Fridays for Future）」運動とも合流し，
環境保全運動のシンボリックな存在となっ
ていく人物である。彼女の存在は，それま
ですでに国際的に広がりつつあった運動に
予想外の飛躍的な弾みをもたらすことにな
る。実際，社会学者トーマス・クリー
（Thomas Klie, 1955-）は，彼女と「フライ
デー・フォー・フューチャー」の運動なく
して，社会民主党・みどりの党・自由民主
党からなる今日のドイツの連立政権はあり
えなかったかもしれない，とさえ言い切る。
Thomas Klie: »Ohne Greta Thunberg 
hätten wir heute wahrscheinlich keine 
Ampelkoalition«, URL: https://www.
spiegel.de/psychologie/wer-engagement-
s t a e r k e n - w i l l - m u s s - a u c h - i n -
umverte i lung- inves t i e r en -a - f97c4
7a0-0002-0001-0000-000200446879［ 閲 覧：
2022 年 6 月 23 日］2020 年のドイツとスウ
ェーデンによる合作ドキュメンタリー「グ
レタ（Ich bin Greta）」がその活動を分か
りやすく紹介しており，参考になる。 
https://www.youtube.com/watch?v=hQ-
ekzCIHrg［閲覧：2022 年 6 月 22 日］

57 2019 年にジャン＝クロード・ユンカー
（Jean-Claude Juncker, 1954-）に代わって
欧州委員会委員長に就任したフォン・デア
・ライエンは，2024 年までの 5 年間の在任
中の最重要課題として，ヨーロッパのデジ
タル化の推進など 6 つの項目を掲げるが，
その筆頭に置かれたのが「欧州グリーンデ
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ィール（Europäischer Grüner Deal）」で
あった。そこでは，2050 年までに温室効果
ガス排出量をゼロにし，経済成長を資源の
利用から切り離し，かつ，いかなる地域も
人間もないがしろにしない，という野心的
な目標を掲げられることになった。Die 
P r i o r i t ä t e n  d e r  E u r o p ä i s c h e n 
Kommission, URL: https://ec.europa.eu/
info/strategy/priorities-2019-2024_de な
ら び に Europäischer Grüner Deal, URL: 
https://ec.europa.eu/info/strategy/
priorities-2019-2024/european-green-
deal_de［閲覧：2022 年 6 月 22 日］

58 1988 年にニューヨークに設立される資産運
用会社で，世界最大の規模を誇る。管理す
る投資家たちの資産の総額は 70 億ドルに上
るとされ，これはドイツの経済パフォーマ
ンスのほぼ 2 年分に相当するという。加え
て，世界各国 1 万 5 千の企業に関与してい
る。Manager Magazin: Blackrock-Chef 
F i nk  f o r d e r t  Kon z e rn ch e f s  z um 
Klimaschutz auf, ULR: https://www.
manager-magazin.de/unternehmen/
banken/blackrock-chef-larry-fink-mahnt-
unternehmen-zu-mehr-klimaschutz-a-

　 1304099.html［ 閲 覧：2022 年 6 月 23 日 ］
ならびにHeike Buchter: Aus Schwarz mach 
G r ü n ,  URL :  h t t p s : / /www . z e i t .
de/2020/05/blackrock-fondsgesellschaft-
usa-klimaschutz-anleger［閲覧：2022 年 6
月 23 日］

59 ブラック・ロック社の会長兼最高経営責任
者であるラリー・フィンク（Larry Fink, 
1952-）は，2020 年 1 月 14 日に「金融の根
本的な見直し（Eine grundlegende Umge-
staltung der Finanzwelt）」と題した書簡
を発表する。この中でフィンクは，前年 9
月に挙行された「フライデー・フォー・フ
ューチャー」の全世界同時デモ（事実上こ
の運動のピークとなる）などにも触れなが
ら，気候変動に関する認識の急速な変容を
指摘し，それを受けて「気候変動リスクを
投資リスクとして認識する」ことを唱える。

そして，以後，サステナビリティをブラッ
ク・ロック社の「投資方針の中心に据える」
と述べ，「サステナビリティ・リスクが高い
とされる資産を投資対象から外す」と明言
するに至る。そして，気候変動を食い止め
るべく「低炭素社会への移行」に「各国政
府，企業，株主の一人一人」が取り組まな
ければならないことを訴えるのである。そ
れまで環境保護団体の格好の標的だった同
社のこの異例の声明は，大きなターニング
ポイントとして受け止められることになる。
本書簡の独文バージョンと日本語バージョ
ンはそれぞれ以下のホームページを参照の
こと。Brief an die CEOs von Larry Fink: 
Eine grundlegende Umgestaltung der 
F inanzwe l t ,  URL :  h t tp s : //www.
blackrock.com/ch/privatanleger/de/
larry-fink-ceo-letter［ 閲 覧：2022 年 6 月
23 日 ］ な ら び に Larry Fink’s letter to 
CEOs 2020―金融の根本的な見直し , URL: 
h t t p s : //www.b l a ck ro ck . c om/ jp/
individual/ja/about-us/ceo-letter/
archives/2020［閲覧：2022 年 6 月 23 日］
なお，本声明に対する批判的な分析につい
ては，前出の Heike Buchter の記事を参照
のこと。

60 この部分の内容は，ヴェルシュ教授の以下
の論考でのものとほぼ同一である。ヴォル
フガング・ヴェルシュ「グローバル化時代
のアイデンティティ再考―トランスカルチ
ャーの視点から」（小林信之訳）『美と芸術
のシュンポシオン 神林恒道教授退官記念論
集』（大阪大学美学研究会編）（2002）pp. 
333-346，特に p. 342 ならびに p. 344 を参
照のこと。ちなみに，本論考の英語版とし
ては以下のものがある。Wolfgang Welsch: 
Rethinking identity in the age of 
g l o b a l i z a t i o n  ‒  a  t r a n s c u l t u r a l 
perspective, in: Aesthetics & Art Science, 
ed. Taiwan Association of Aesthetics and 
Art Science, No. 1 （2002）, pp. 85-94.

61 ちなみに，上記の講演では，この一節に対
応する部分は，日本人は「みずからの価値
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判断と利用の基準を，自他の区別に置かず，
むしろ近さという観点を基準にする」と書
かれている。上掲論文 p. 342. そして，この
出自の概念の放棄と親近性への着目こそが
日本人のアイデンティティの「しなやかな
トランスカルチャー的性格」を可能にして
いると指摘する。「日本の民衆は複数の型式
を身につけるのに慣れており，雑多さを怖
れていない。そして現代の多元性と折り合
いをつけるためにことさら新たなメンタリ
ティーを獲得する必要もない。―日本以外
のところではこれは困難な条件であるよう
に思われる。」pp. 334-345. 

62 恥ずかしながら，これは後日訳者の勘違い
であることが判明した。したがって，その
際話題に上がっている三越について触れら
れた論考も残念ながら未確認のままである。

63  Wolfgang Welsch: Transkulturelle 
Identitäten. Monaden oder Nomaden? 
Vortrag vom 08 .  Februar  2019  in 
Nürnberg. （Text: anfertigt 09.10.2019） 研
究のためとはいえ，当時，印刷物としては
まだ未発表の草稿をご提供いただいたこと
に，この場をお借りして感謝したい。

64 本講演では，まずアイデンティティ概念に
ついて批判的に検証したのち，トランスカ
ルチュラリティの議論に話題は移っていく。
そして，その上で，人類史を遡りつつ，人
間文化の根源的な横断性を確認したところ
で，いよいよ「今日におけるナショナルな
フィクション」と題された章に話が及ぶ。
現代社会においてナショナリスティックな
ファンタジーがいかに機能するのかを吟味
する，というわけである。そこでは，2016
年に可決された「AfD」の党綱領が俎上に
載せられることになる。ヴェルシュ氏は，
クラウディウス・タウベアト（Claudius 
Taubert）の解釈に依拠しつつ，ここに分
析のメスを差し込んでいきながら，その自
己矛盾的な性格を暴いていく。とりわけ 7
番目の「文化，言語，アイデンティティ」
と題された項目の 2 段落目「マルチカルチ
ャリズムの代わりにドイツの根幹文化

（deutsche Leitkultur）を」の節に着目す
る。驚くべきは，その定義である。そこで
は，ドイツ文化は本質的に三つのルーツを
持つものとされる。キリスト教であり，ル
ネサンスと啓蒙主義にその根を持つ科学的
・人文主義的伝統であり，最後はローマ法
である。政府の移民政策を糾弾し，イスラ
ム教徒の排斥などを唱えんとする「AfD」
（実際現行のバージョンではこの直後に「イ
スラム教はドイツに属さず」の節が続く）
だが，その文化綱領を支える根幹のどれ一
つとしてドイツ独自のものでないばかりか，
むしろ逆に彼らが批判してやまない「ヨー
ロッパ」へのオマージュ＝信仰告白になっ
てしまっているのである。なお，ヴェルシ
ュ氏が本論で引用している「AfD」の党綱
領上の文面は，現行のものからは削除・改
訂されている。「AfD」の党綱領については
以下のホームページ上のデータを参照のこ
と 。 G r u n d s a t z p r o g r a m m  f ü r 
Deutschland Alternative für Deutschland.  
Bundesparteitag in Stuttgart, URL:  30. 
April bis 1. Mai 2016https://www.afd.
de/grundsatzprogramm/［閲覧：2022 年
8 月 31 日］

65 ブルーノ・タウトは，ナチス政権から逃れ
るべく 1933 年 5 月から 1936 年 10 月までの
約 3 年半年に亘って日本に滞在している。
その間，とりわけその執筆活動を通じて大
きな反響を呼ぶことになる。来日後しばら
くして執筆され，1934 年にその出版をみた
著書『ニッポン』は日本に「桂離宮ブーム」
を引き起こすことになったとされる。その
後，タウトの桂離宮論として殊の外有名に
なるのが，その死の翌年の 1939 年，再来日
を果たした妻エリカがもたらした幾つかの
原稿を一冊にまとめて翻訳された『日本美
の発見』である。この中でタウトが桂離宮
に「永遠の美」を見るのみならず，彼の追
い求めていた機能主義建築の原理が結実さ
れているのを見て取り「桂離宮に示された
原理こそ，絶対に現代的であり，また今日
のいかなる建築にも完全に妥当する」と述
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べ，その近代性を強調したことはあまりに
有名である。もっとも，田中辰明によれば，
桂離宮に近代性を見てとるというスタンス
は決してタウトが最初ではなかったという。
にもかかわらず，このタウトの議論は，そ
の後の日本建築をめぐるディスクールに大
きな影響を及ぼすことになる。ブルーノ・
タウト『日本美の再発見（増補改訳版）』
（篠田英雄訳）岩波書店（2008），引用は
p. 26。また，タウトの活動の全体像につい
ては，田中辰明『ブルーノ・タウト―日本

美を再発見した建築家』中央公論新社
（2012）を参照のこと。ところで，バウハウ
スが閉鎖されるのは 1933 年 8 月 10 日であ
り，タウトが来日するのが同年 5 月 3 日で
あることを考えると，タウトを通じて日本
的な要素がバウハウスによって受容された
とするヴェルシュ氏の説にはいささか疑問
を覚えざるを得ない。バウハウスの閉鎖に
ついては、以下の書を参照。利光功『バウ
ハウス―歴史と理念』美術出版社（1988）
p. 200.
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Gespräch mit dem Philosophen Wolfgang Welsch 
　 Über die Kunstpädagogik 　 (Zweiter Teil)

Nobumasa KIYONAGA
Universität Toua, Fach Kunst, Kunst und Desgin Fakulität 

e-mail : kiyonaga@toua-u.ac.jp

Abstract

Wolfgang Welsch ist einer der führenden Philosophen und Ästhetiker im Deutschland der 
Gegenwart. Der vorliegende Text stellt die zweite Hälfte der Übersetzung eines Interviews, 
das der Verfasser am 5. März 2020 in Berlin mit ihm geführt hat, dar. In diesem Gespräch 
wurden insbesondere die neuen Tendenzen der Kunstpädagogik im Deutschland der 
Gegenwart und die Konzeption der Transkulturalität sowie ihre Rolle in der Gesellschaft und 
Bildung behandelt.

Keyword: Ästhetisches Denken, Ästhetik, Kunsterfahrung, Künstlerische Bildung,
Bildorientierte Kunstpädagogik, Ästhetische Bildung, Transkulturalität




